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DR-03S 炎 
取扱 説明 書 


アル イン コ の トラ ン シ ー バ を お 買い 上 げ い た だ き 、 誠 に あり が と う ご ざ いま す 。 本 機 の 性 能 
を 充分 に 発揮 させ て 効果 的 に ご 使用 いた だ く た め 、 ど 使用 前 に この 取扱 説明 婦 を 最後 まで お 
読み くだ さい 。 お 読み に な っ た あと は 、 必 ず 保 存 し て お いて くだ さい 。 ど ご 使用 中 に 不明 な 点 
や 不具 合 が 生じ た と き に お 役に立ち ます 。 


本 機 は 、 日 本 国内 専用 モデ ル で す の で 外国 で は 使用 で きま せん 。 
この 無線 機 を 使用 する に は 、 総 務 省 の アマ チュ ア 無 線 局 の 免許 が 必要 で す 。 ま た 、 ア マチ ュ 
ア 無 線 以外 の 通信 に は 使用 で きま せん 。 


し つつ 株 式 会 社 


安全 上 の ご 注意 


この 説明 書 で は 、 あ な た や 他 の 人 々 へ の 危害 や 財産 へ の 損害 を 未然 に 防ぎ 、 製 品 を 安全 に 正しく お 使い いた 
だ く た め に 、 守 っ て いた だ きた い 事 項 を 示し て いま す 。 本 文中 の マー ク の 意味 は 次 の よう に な っ て いま す 。 
内 容 を よく 理解 し て か ら 本 文 を お 読み くだ さい 。 


[表示 の 説明 ] 
表 示 表 示 の 味 
人 俺 険 | . 財 っ た 了 収 い を する と 人 が 完 亡 する 、 ま た は 者 を 負う 凶 が 差し 人 っ て 生じ 
選 る こと が 想定 され る こと "を 示し ます 。 
登 和 を 刀 - | 誤っ た 取扱 い を する と 人 が 死亡 する 、 ま た は 重傷 を 負う 可能 性 が ある こと” を 
政 貴 | 示し ます 。 
人 注意 | 計っ た だ 収 い を する と 人 か 仙 宮 ※ 1 負う 可能 性 、 ま た は 物 換 書 ※ 2 の み が 
^ 二 短 | 発生 する 可能 性 の ある こと "を 示し ます 。 
※ ] : 傷害 と は 、 治 療 に 入院 や 長期 の 通院 を 要 さ な い 、 け が ・ や けど ・ 感 電 な ど を さ し ま す 。 
※2 : 物 的 損害 と は 、 家 屋 ・ 家 財 お よび 家畜 ペッ ト に か か わる 拡大 損害 を さ し ま す 。 


[ 図 記 号 の 説明 ] 
記 号 の 間 味 


禁止 (し て は いけ な いこ と ) を 示し ます 。 
具体 的 な 禁止 内 容 は 、 図 記号 の 中 や 近く に 絵 や 文章 で 指示 し ます 。 


必ず 実行 し て いた だ く 「 強 制 ] 内 容 で す 。 
具体 的 な 強制 内 容 は 、 図 記号 の 中 や 近く に 絵 や 文章 で 指示 し ます 。 
起源 プラ グ を 必ず コン セン ト か ら 抜 いて いた だ く 「 強 制 ] 内 容 で す 。 
具体 的 な 強制 内 容 は 、 図 記号 の 中 や 近く に 絵 や 文章 で 指示 し ます 。 


本 製品 の 故障 、 誤 動作 、 不 具合 、 あ る い は 停電 等 の 外部 要因 に て 通信 な どの 機会 た 失っ た た め に 生じ た 
損害 等 の 純粋 経済 損害 に つき まし て は 、 当 社 は 一 切 その 責任 を 負い か ね ます の で 、 あ ら か じ め ご 了承 下 
さい 。 


無線 機 の 取扱 い に つ いて 
人 劉 険 


多 DC 電 源 コ ー ド 接続 の 際 は 、 極 性 を 間違え な いよ うに 十分 注意 し て 


テ 


くだ さい 。 
大 険 火災 ・ 感 電 ・ 故 障 の 原因 と な り ま す 。 赤 の 配線 は プラ ス (+) 極 、 黒 の 配線 は マイ 
ナス (-) 極 で す 。 


@ こ の 製品 の 電源 電圧 は DC13.8 V で す 。 
DC]3.8 V 上 15% を 超え る DC 宣 源 や 大 型 車 な どの DC24V に は 接続 し な いで くだ 
さい 。 火災 ・ 感 電 ・ 故 障 の 原因 と な り ま す 。 


の 


准 
モ 


@ 送 信 時 に は 大 き な 電 流 が 流れ ます の で 、 必 ず 付 属 の 電源 ケー ブル を 
使っ て くだ さい 。 
火災 ・ 感 電 ・ 故 障 の 原因 と な り ま す 。 


ドー 


弓 
如 


@ も し 、 内 部 か ら も れ た 液 が 皮膚 や 衣服 に 付い た と き は 、 す ぐに きれ 
いな 水 で 洗い 流す こと 。 
その まま に し て お く と 、 皮膚 が か ぶれ る 原因 に な り ま す 。 


ドー 


避 
悪 


欠 内 部 か ら も れ た 液 が 目 に 入っ た と き は 、 す ぐに きれ いな 水 で 洗い 、 
医師 の 治療 を 受け る こと 。 
その まま に し て お く と 、 目 に 傷害 が 起き る こと が あり ます 。 


あ 


世 
妖 


トー ゴ 
一 
僅 分 解 ・ 改 造 ・ 修 理 し な いこ と 。 
(| 取扱 説明 書 に 記載 され て いる 場合 を 除き ぎ 、 ケ ー ス な ど を 外し 、 内 部 に ふれ る こと は 
さけ て くだ さい 。 
火災 ・ 感 電 ・ け が の 原因 に な り ま す 。 (改造 は 電波 法 違反 に な り ま す 。) 


⑮ @ 屋 外 や 浴室 な ど 、 水 の か か る 場所 に 置か な いこ と 。 
水 な ど を か け な い こと 。 


人 @ 周 り に コッ プ や 花 び ん な ど 、 液 体 の 入っ た 容器 を 置か な いこ と 。 
(3 液体 が こぼれ て 内 部 に 水 が 入 る と 、 火 災 ・ 感 電 の 原因 と な り ま す 。 

@ 水 が か か っ た 場合 、 電 源 プ ラグ を コン セン ト か ら 抜い て くだ さい 。 

⑯ ま た 、 湿 気 の 多い 場所 で は 使用 し な いで くだ さい 。 

混 度 の 高い 所 や 、 冷 た い 所 か ら 旋 に 温か い 所 へ 移動 し ます と 、 裂 品 に 朋 が つく 場合 
が あり ます 。 が つく と 製品 の 動作 に 悪 彫 響 を 与え 、 故障 の 原因 に な り ま す の で 、 
よく 乾燥 させ 、 有 を よく 取り 除い て か ら ご 使用 くだ さい 。 


NNW) 欠航 空 機内 や 病院 な ど で 使用 を 禁止 され た 場所 で は 、 電 源 を 入れ な い 
こと 。 
祭 止 。 電子 機器 に 影 疑 を 及ぼ す 場 合 が あり ます 。 


無線 機 の 取扱 い に つ いて 


バト 区 告 


@ 長 時 間 の 連続 送信 は し な いで くだ さい >。 
発熱 の た め 本 体 の 温度 が 上 昇 し ます の で 、 や けど を し な いよ うに ご 注意 くだ さい 。 


の 


E 
F 


@ 電 源 コ ー ド を 折り 曲げ た り 、 ね じ っ た り 、 傷 つけ た り 、 熟 器具 に 近 
づけ た り 、 加 毅 し な いこ と 。 


の 


油 
FE 


DC 電源 コ ー ド を 加工 し た り 、 ヒ ュー ズ ホ ル ダ ー を 取り 除い て 使用 
する こと は 絶対 に し な いで くだ さい 。 


の 


桂 止 。 火災 ・ 故 障 の 原因 と な り ま す 。 
ぬれ た 手 で 電源 コー ド に 触れ な いこ と 。 
感電 の お それ が あり ます の で 、 絶 対 に し な いで くだ さい 。 
禁 下 


SN 
引火 性 ガス の 発生 場所 で は 、 電 源 を 入れ な いこ と 。 
発火 の 原因 と な り ま す 。 


の 


欠 布 や 布団 で 覆っ た り し な いで くだ さい 。 
熱 が こも り 、 ケ ー ス が 変形 し た り 、 火 災 の 原因 と な り ま す 。 直射 日 光 を 避け て 風 通 
し の 良い 状態 で ご 使用 くだ さい 。 


Ei 
話 


@ 自 動車 な ど 運 転 中 は 使用 し な いこ と 。 

車 戦型 無線 機 を 運転 者 が 走行 中 に 運用 する 際 は 、 安 全 運 転 を 最大 限 優 先 し て くだ さ 
い 。 操作 パネ ル を 走行 中 に 注視 し て いる と 道路 交通 法 違 反 で 罰せ られ る 可能 性 が あ 
り ま す 。 


の 


潤 
記 


人 @ 通 信 す る と き は 周囲 の 安全 を 確認 する こと 。 
安全 を 確認 せ ず に 通話 する と 転倒 ・ 交 通 事故 の 原因 と な り ま す 。 


人 @ 電 源 を 入れ る 前 に 、 音 量 を 下げ て くだ さい 。 
聴力 隊 害 の 原因 に な る こと が あり ます 。 


トー 雇 ー 


時 
に 4 


無線 機 の 取扱 い に つ いて 


トメ 】 
Ht 


ーー 

記 

信 幼 児 の 手 の 届 く と ころ に は 置か な いこ と 。 
けが な ど 事 故 の 原因 と な り ま す 。 


@ 磁 先 カ ー ド な ど を 近づけ な いこ と 。 
無線 幾 に 内 蔵 さ れ て いる 磁石 や 磁気 を 帯び た 部 品 で 、 フ ロッ ピー ディ スク や キャ ッ 
禁止 シュ カー ド な どの 内 容 が 消去 され る 場合 が あり ます 。 


0 人 @ 演 穫 や ほこ り の 多い と ころ 、 ま た 高温 と な る と ころ に 保管 し な いこ 
と 。 


発熱 ・ 発 火 ・ 故 隊 の 原因 と な り ま す 。 
禁 引 プラ スチ ッ ク や ビニ ー ル な ど が 多用 され る マイ ク な どの アク セ サ リ ー も 吾 や 日 光 で 
劣化 し ます の で 注意 し て くだ さい 。 


NN) 人 @ 直 射 日 光 の 強い 所 や 炎 天下 の 車 の 中 な ど に 長 時 間 放置 し な いこ と 。 


he Bon は 使用 し な いこ と 。 
内 で 使用 し た 場合 、 車 種 に より まれ に 車両 電子 機器 に 影響 を 与え る も の が あ 
5 の まう CGU で 
チュ ー ナ ー・ デ レビ な ど 、 他 の 機器 に 影響 を 与え る よう な と き は 、 距離 を 離し て 設 
置 し て くだ さい 。 


汰 
ヒ 


佑 活 ら ざさ な いこ と 。 
水 な どの 液体 が 入る と 発熱 感電 ・ 攻 障 な どの 原因 に な り ま す 。 使用 場所 、 取 扱い 
禁 止 。。 に ど 注 意 くだ さい 。 


@ 蘭 通 の ゴミ と 一 緒 に 捨て な いこ と 。 
発火 ・ 環 境 破壊 の 原因 と な り ま す 。 


@ オ プシ ョ ン の 組み 込み で ケー ス を 開け る 場合 は 、 取 扱 説明 書 を よく 
お 読み に な り 行っ て くだ さい 。 そ の 際 、 指定 以外 の 場所 に は 絶対 に 
筑 止 。 人 触れ な いで くだ さい 。 
火災 ・ 感 起 ・ 故 隊 の 原因 に な り ま す 。 


無線 機 の 取扱 い に つ いて 


人 注意 


@ ア ン テ ナ 端子 に は 50O 系 の 同軸 ケー ブル を 使用 し て 、500 の アン 
テ ナ を 接続 し こく だ さい 。 
同軸 ケー ブル や アン テ ナ の イン ピー ダン ス が 異な っ て いた り 、 ア ン デ ナ の 調整 が 不 
完全 な と き に は 、 他 の 電子 機器 の 動作 に 影響 を 与え る 原因 と な り ま す 。 


@@ 放 蒸 を よく する た め 、 壁 か ら 10 cm くら い 離 し て くだ さい 。 


@ 車 載 用 と し て ご 使用 する 場合 、DC 吉 源 コ ー ド を 車 の バッ テリ ー 問 
子 に 直接 接続 し て くだ さい 。 シ ガー ライ ター ソケット へ は 接続 し な 
いで くだ さい 。 
シガー ライ ター ソケット は 取り 出せ る 電流 容量 が 小 べ いため 、 こ の 製品 の 電源 と し 
て は 不適 切 で す 。 


@ 生 に 対す る 保護 は な され て いま せん 。 二 が 接近 し て いる 時 や 、 発 生 
が 予想 され る 時 は 屋外 に つなが る アン テ ナ ケ ー ブ ル や 電源 コー ド を 
無線 機 か ら 外 し て くだ さい 。 

雷 は 直 机 以 外 に も これ ら の ケー ブル に 高い 電圧 が か か り 故 障 を 起こ す 原 因 に な り ま 
す 。 


@ 隣 接し て 駐車 し た 自動 車間 で の 交信 な ど 、 極 端 に アン テ ナ 間 の 距離 
が 近い 場合 、 高 出力 で 交信 する と お 互い の 無線 機 に 悪影響 を 及ぼ す 
こと が あり ます 。 

振 端 に 近い 距離 に 交信 相手 が いる 時 は 、 お 互い に ロー パワ ー に 切り 換え て 交信 する 

事 を お すす めし ます 。 
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ご 使用 の 前 に 


1 使用 上 の 注意 


・ オ プシ ョ ン ユ ニッ ト を 取り 付け る 以外 ケー ス を 外し て 内 部 に 手 を 触れ な いで くだ さい 。 


故障 の 原因 に な り ま す 。 
- 直射 日 光 の 当たる 場所 、 ほ こり の 多い 所 、 暖 房 器具 の 近く な ど で の ご 使用 、 お よび 保管 は 
し な いで くだ さい 。 


・ カ ー ナ ビ 、 カ ー テ レビ な ど 他 の 機器 に 影響 を 与え る 場合 に は 距離 を 離し て ご 使用 くだ さい 。 

・ ア ン デ ナ は 完全 に 取り 付け て お 使い くだ さい 。 

- ハイ パワ ー で 長 時 間 送 信 し 続け ます と 、 機 器 が 過熱 し ます 。 
お 取り 扱い に は 十分 注意 し て くだ さい 。 

・ 万 一 、 煙 が 出 た り 、 異 臭 が する 場合 は 、 電 源 ス イッ チ を すみ 
や か に 切っ て くだ さい 。 
安全 を 確か め た 上 で 販売 店 、 ま た は 最寄り の 当社 サー ビス 窓 
口 へ ご 連絡 くだ さい 。 


_ ら 電波 の 発信 前 に 


ハム バン ド の 近く で は 、 多 く の 業 務 用 無線 局 が 選 
波 発信 に は 気 を 付け て くだ さい 。 


され て いま す 。 こ れ ら 無線 局 近く で の 


アマ チュ ア 無 線 局 が 電波 法令 を 遵守 し て いて も 、 思 わ 決 電波 遼 害 が 起こ る こと が あり ます 。 
移動 運用 の 際 に は 、 十 分 な ご 配慮 を お 願い いた し ます 。 


使用 禁 

示 

主 に 次 の よう な 場所 で の 運用 は 、 原 則 と し て 禁じ られ て いま す 。 運用 が 必要 な 場合 は 各 管 理 者 の 承 
認 を 得 て く だ さい 。 

・ 航空 機内 、 空港 敷地 内 、 新 幹線 車両 内 、 業 務 用 無線 局 周 地 、 お よび 、 そ れ ら の 中 継 局 周辺 な ど 。 


3 安定 化 電源 


・ 本 機 に 接続 する 外部 電源 は 、 必 ず 出 力 電 圧 が ] 1.7 Vー15.8 V の 範囲 内 で 容量 が 規定 以上 
の も の を 使用 し て くだ さい 。 
吉 源 ケー ブル の 抜き 差し は 、 必 ず 本 体 の 電源 を OFF に し て か ら 行っ て くだ さい 。 


4 電波 法 上 の 注意 


電波 法 第 59 条 は 「 何 人 も 法律 に 別段 の 定め が ある 場合 を 除く ほか 、 特 定 の 相手 方 に 対し て 行わ れる 
舞 線 通信 を 傍受 し て その 存在 若しくは 内 容 を 漏らし 、 又は これ を 留 用 し て は な ら な い 。 」 と し 、 第 
109 条 で 「 舞 線 局 の 取扱 い 中 に 係わる 無線 通信 の 秘密 を 漏らし 、 又は 密 用 し た 者 は 、1 年 以下 の 懲 
役 又は 50 万 円 以下 の 製 金 に 如 す る 。」 と 副 則 規 定 を 設け て お り ます 。 更に 第 109 条 の 2 で 「 暗 号 
(秘話 ) 通信 を 受信 し た 者 が 、 そ の 暗号 遂 信 の 秘密 を 漏らし 、 又は 包 用 する 目的 で 、 そ の 内 容 を 復 
元 (秘話 解除 ) し た と き は 、1 年 以下 の 懲役 又は 50 万 円 以下 の 信金 に 処す る 。 } と 定め て お り ま す 
の で 、 放 送 以外 の 無線 通信 を 傍受 され る 場合 は 電波 法 違反 と な ら な いよ う 十 分 ご 注意 くだ さい 。 
本 機 は アマ チュ ア 無 線 機 で す 。 送信 する に は 4 級 以 上 の アマ チュ ア 無 線 技士 資格 と アマ チュ ア 無線 
局 免許 が 必要 で す 。 


画 大 型 ディ スプ レイ 表示 
周波 数 表示 や メモ リー ネー ム 表 示 な ど が と て も 見 や すく 、 操 作 性 アッ プ 。 


男 大 型 ダ イカ スト 採用 
確実 な 放熱 に よる 安定 し た 送信 出力 。 


田 大 容 時 100 ch メモ リー/ メ モリ ー ネ ー ム 機能 


画 デー タ 端 子 標準 装備 
使い や すい よう に フロ ント 面 に 装備 。 


画 CTCSS/DCS 2 種類 の スケ ル チ 機 能 を 標準 装備 
画 2 種類 の トー ンコ ー ル 機能 

田 盗難 善 報 機能 

臣 クロ ー ン 機能 


田 マイ クリ モコ ン DTMF ト ー ン 送出 機能 
(オプ ショ ンマ イク EMBS-57 装 着 時 ) 


ら . 付属 品 


開 梱 され まし た ら 、 付 属 品 が 揃っ て いる こと を 確認 し て くだ さい 。 


画 マ イク ロホ ン 


ーー テー 


玉 ア ラー ム 用 配線 ケー ブル A (リー ド 線 付き ) 画 アラ ー ム 用 配線 ケー ブル (延長 ケー ブル ) 


ーー ーー 一 ji 


画 モ ー ビ ル ブラ ケッ ト 取 付け 用 ネジ セッ ト 画 六 角 ネ ジ 用 スパ ナ 


六角 ネジ タッ ピン グ ネ ジ 
(MM4x6mmix4  (M5x20mm)x4 
ネジ 六角 ナッ ト 
(M5x20mmix4 (MS5)x4 

gp ドッ 


画 次 難 礁 報 ステ ッ カ ー ら 枚 
画 取 扱 説明 書 
玉 保 証書 
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3. 電源 の 接続 と 設置 方 法 
3-1 マイ クロ ホン の 接続 


付属 の マイ クロ ホン を 、 フ ロン トバ ネル 左下 の マイ クコ ネ ク タ に 接 
続 し ます 。 マ イク ロホ ン を 差し 込ん だ 後 、 リ ング ネジ を し っ か りこ と 
締め て くだ さい 。 


コネ クタ を 差し 込む 向き に 注意 し て くだ さい 。 
リン グ ネ ジ は 必ず 締め て くだ さい 。 ゆる ん で いる と マ 


イク コー ド に スト レス が か か り 断 線 の 原因 に な り ま す 。 


う - ら アン テ ナ の 接続 


マイ クロ ホン アン テ ナ 


外部 スピ ー カ ー 本 午 リア バネ 
(使用 され る 場合 ) 


7. リア パネ ル 右 下 の ア ン テ ナ コネ クタ に 、 
アン テ ナ の 同軸 ケー ブル を 接続 し ます 。 


2. 同軸 ケー ブル の リン グ ネ ジ を 締め ます 。 
< だ と 本 機 の 出力 イン ビー ダン ス は 50D で す 。 ア ン テ ナ 、 同 軸 ケ ー ブ ル 、 トラ ン シ 
ー バ の 間 の イン ビー ダン ス が 異な る と 、 送 信 出 力 が 低下 に よる 故障 の 原因 や 、 


他 の 電子 機器 (テレ ビ な ど ) の 動作 に 影響 与え る こと が あり ます 。 
アン テ ナ は 本 幾 の 送受 司 周 波数 に 合う も の を お 使い くだ さい 。 
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3. 電源 の 接続 と 設置 方 法 


3-3 固定 (屋内 設置 ) で 運用 する 場合 


・ 接 続 前 に は 、 必 ず 電 源 が OFF に な っ て いる か を 確か め て くだ さい 。 


注意 ' 接続 に は 、 必 ず 付 属 の DC 電源 コー ド を 使用 し て くだ さい 。 


了 7. 13.8 V の 直流 安定 化 電源 に 付属 の DC 電 
源 コ ー ド を 接続 し ます 。 
赤色 の コー ド を 電源 の プラ ス ( 十 ) 揺 、 黒 色 の コ 
ド を マイ ナス (一 ) 極 に 接続 し ます 。 


安定 化 電源 容 埋 4A 以 上 
参考 安定 化 電源 患 圧 11.7ー15.8V 
当社 の 安定 化 吉 源 を 使用 され る こと を お すす めし ます 。 


3-4 モー ビル (自動 車 ) で 運用 する 場合 
モー ビル 連用 で は 、 な に より も 安全 運転 を 便 完 し ます 。 次 の 手順 に 従っ て 、 正 し く 接続 し て くだ さい 。 
3-4-1 取付 け 場 所 

車種 に より 車内 の レイ アウ ト は 身なり ます が 、 操作 


性 、 安 全 運 転 の 面 か ら 最適 と 思わ れる 場所 を 選ん で 
くだ さい 。 


次 の よう な 場所 は 避け て くだ さい 。 
* ひざ が 本 機 に 当たる 場所 
* 直接 振動 が 伝わる 場所 
* カ ー ヒ ー タ の 吹き 出し 口 な ど 、 車 内 温度 が 高 
く な る 場所 
* マイ ク が ドリ ンク ホル ダー な ど に 引っ が か る 
よう な 場所 


本 機 は 24V 車 に は 適合 し ませ ん 。 DC-DC コ ン バ ー タ ー な 介し て ど 使用 くだ さい 。 
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3. 電源 の 接続 と 設置 方 法 


3-4- ら 
7. 


3-4-3 


モー ビル アン テ ナ の 取付 け 


市 販 の アン テ ナ 基 台 を 使っ て 、 モー ビル 


アン テ ナ を 車 に 取り 付け ます 。 
走行 中 に 脱落 する こと が な いよ うに 、 し っ か り と 固 
定 し て くだ さい 。 


ン デ ナ の 同軸 ケー ブル を 、 本 機 に 接続 


し ます 。 
接続 に つい て は 、P.1 1 を 参照 し て くだ さい 。 


車載 アン グル の 取付 け 


こと で は 、 グ ロー ブ ボ ックス 下 に 取り 付け る 場合 に 
つい て 説明 し ます 。 


車載 アン グル を 、 グ ロー ブ ボ ックス 下 の 
適切 な 位置 に 取り 付け ます 。 

付属 の ワッ シャ (4 個 ) と タッ ピン グ ネ ジ (4 本 ) 
で 、 取 り 付け て くだ さい 。 


六角 ネジ (4 本 ) を 本 機 に 軽く 取り 付け 


ます 。 

必ず 付属 の 六 骨 ネジ (4 本 、M4x8mm の み ) を 
使用 し て くだ さい 。 

これ 以外 の も の を 使用 する と 無線 機内 部 の 部 品 を 破 
所 す る 恐れ が あり 、 修 理 は 有償 と な り ま す 。 


六角 ネジ b を 車載 アン グル の 後ろ の 溝 に 
先 に 入れ 、 押 し 上 げ な が ら 後方 に 押し 込 
み ま す 。 

同時 に 六角 ネジ a を 前 の 溝 に 入れ ます 。 


六角 ネジ (4 本 ) を 締め て 固定 し ます 。 


グ 」 で マグ ネッ ト 基 台 
ンー テー 


く 下 孔 と し て @4 土 0.2 を あけ た 場合 > 
ボディ 


ワッ シャ ー (MS) 


タッ ピン グ ネ ジ 
(M5 x 80 mm 


車 需 アン グル 


4. 間 部 の 名 称 と 操作 
4-1 フロ ント パネ ル 


@ JFA TRANSceivEs DE-03 


1 


画 単独 で 操作 し た と き の 機 能 


名 称 機能 

PWR キー 押す た びに 電源 を ON/ODFF し ます 。 

VOL ツ マミ 音量 を 調整 し ます 。 

ダイ ヤル 周波 数 、 メ モリ ー チ ャ ン ネ ル 、 各 種 設定 を 変更 し ます 。 
FUNC/SET キー 操作 の 切り 替え を し ます 。 

V/M/MW VFOZ メ モリ ー モ ー ド を 切り 替え ます 。 


MHz/SHIFT VFO モ ー ド 時 1MHz 単 位 で 周波 数 の 設定 を し ます 。 
TS/DCS/LOCK | トー ンス ケル チ 、DCS の 設定 を し ます 。 
CALL/H/L CALL モ ー ド に 切り 替え ます 。 
SQL スケ ル チ レ ベル を 設定 し ます 。 
DATA 端 子 クロ ー ン 機能 や 次 難 警 報 機能 に 使用 し ます 。 
TX 表示 ラン プ | 送信 時 に 点灯 し ます 。 

マイ クコ ネ ク タ | 付属 の マイ クロ ホン を 接続 し ます 。 


@l@lel@l@lQl@|@|@1@|@19| き 


画 [F] 点 灯 中 に 操作 し た と き の 機能 


No.| 名 称 機能 
④ FUNC/SET ファ ンク ショ ン 操 作 で の 機能 の 設定 、 完 了 に 使用 し ます 。 
る ⑤」V/M/MW メモ リー の 書き 込み を し ます 。 

⑤ iMHz/SHIFT シフ ト 設 定 や オフ セッ ト 周 波数 を 設定 し ます 。 
(の) 

⑧ 


TS/DCS/LOCK | キー ロッ ク 機 能 を 設定 し ます 。 
CALL/HL 送信 出力 の HI/MID/LOW を 切り 替え ます 。 
※[F] は 、FUNC キ ー を 押す と 点灯 し ます 。 


@ 
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4. 各部 の 名 称 と 操作 


恒 FUNC キ ー を 押し な が ら 操 作 し た と き の 機 能 


No.[ 名 称 機能 

① [PWR キー 全て の 設定 デー タ を リセ ッ ト し ます 。 
⑤|V/M/MW メモ リー の 消去 を し ます 。 

② |TS/DCS/LOCK | オー ト ダ イア ラー を 設定 し ます 。 
CALL/H/L クロ ー ン 機能 モー ド に な り ま す 。 


田 キ ー を 押し 続け た と き の 機 能 


No.] 名 称 機能 
@④ |FUNC/SET | 2 秒間 押し 続け る と セッ トモ ー ド に な り ま す 。 
@ |MHz/SHIFT | スキ ャ ン が スタ ー ト し ます 。 


⑧|SQLZD ] 秒間 押し 続け る と モニ ター 提 能 が 働き ます 。 


4- ら リヤ バ パネル 


アン テ ナ コ ネ ク タ | アン テ ナ イ ン ピ ビー ダン ス 500 で 本 機 の 周波 数 に あっ た 市 
ン テ ナ を 接続 し て くだ さい 。 


4. 間 部 の 名 称 と 操作 


4-3 
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ディ スプ レイ 


前 


中 和 W 


ヨ MiLo Nar A キ ー 中 Re DCS ひ m JUL c 球 


大 協 協 生 
中 和 娘 / 克 誰 


M 


ト / 


⑧ 


@lsgu スケ ル チ レ ベル 設定 時 に 点灯 し ます 。 

@ |M メモ リー モー ド の と さき 点 条 し ます 。 

@ |gg メモ リー チャ ン ネ ル や スケ ル チ レ ベル を 表示 し ます 。 

④ | テッ マル ポイ ント | 次 聞 交 報 機能 設定 時 点灯 し ます 。 

⑥ | テッ マ ルポ イン ト | スキ ャ ンス キッ プ 吉 定 時 点灯 し ます 。 

⑥ | テッ マル ポイ ント | 局 波数 や スキ ャ ン 動 作 時 に 点灯 / 点 減 し ます 。 

の |8g8g888 | 周波 数 や メモ リー ネー ム を 表示 し ます 。 

信号 受信 時 に 点灯 し ます 。 
細 

@| 電 送信 受信 信号 の 強 さ を 、 レ ベル 表示 し ます 。 
k 】 

⑩ |om キー ロッ ク 梓 定時 に 点灯 し ます 。 

⑪ IDCS DCS 設 定時 に 点灯 し ます 。 

@ |geg トー ンス ケル チ 設 定時 に 点灯 し ます 。 

⑲ | キー .| シフ ト 設 定時 に 点灯 し ます 。 

@⑱ |Lo 送信 出力 LOW 時 に 京 灯 し ます 。 

|Mi 送信 出力 MID 時 に 点灯 し ます 。 

@ ファ ンク ショ ン キ ー の 操作 中 に 点灯 し ます 。 


4. 各部 の 名 称 と 操作 


4-4 マイ クロ ホン 


① 周波 数 、 メ モリ ー チ ャ ン ネ ル 、 名 種 設定 を 変更 し ます 。 

@ |powN | 司 波数 、 メ モリ ー チ ャ ン ネ ル 、 各 種 設定 を 変更 し ます 。 

@ |prT | 送信 時 押し 続け ます 。 各 設 定 操作 中 に 押す と 設定 が 確定 し ます 。 
@ 


ックス イッ チ ! UP/DOWN キ ー の 機能 を 停止 し ます 。 
MIC マイ ク 部 品 が 取り 付け られ て いま す 。 


画 マ イク コネ クタ 図 (セッ ト 正面 より 見 た 図 ) 


@ 


GND 

MIC 7 <① 人 MIC GND 

PTT 2② ⑧ @⑯ リモ コン 
DOWN ③ 


で: Dc sV 
て % ジ 
li 
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5. 基本 的 な 使い 方 


5-] 電源 の ON/OFF 


PWH キ ー を 押す と 電源 が 入り 』 


- ら 音 


度 PWRH キ ー を 押し ます 。 


量 の 調整 


VOL ツ マミ を 時 計 方 向 に 回 す と 、 音 暑 が 大 きく な り ま す 。 
こ 回 す と 、 音 量 が 小さ く な り ま す 。 
P.24 の モニ ター 機能 を ON に し て 、 ノ イズ を 聞き な が ら 適 当 な 音 


VOL ツ マミ を 反 時 計 方 向 


量 に 合わ せ て くだ さい 。 VOL ツ マミ 
スケ ル チ の 動作 レベ ル を 調整 し ます 。 
スケ ル チ と は 、 信 号 の な い 周 波数 を 受信 し た と き に 聞こ える FM 
モー ド 特 有 の ザー 音 を な くす 機能 で す 。 工 場 出 荷 時 は レベ ル ら に 
設定 され て お り 、 通 常 の 環境 で は ノイ ズ は 聞こ えま せん 。 soL ニラ っ 
ゴロ カコ 
た 7 対し た め // es 
了 , SQL キー を 押 し ます 。 スケ ル チ レ ベリ 
ディ スプ レイ の [SQL] が 点灯 し 、 ス ケル チレ ベル が 
その 下 に 表示 され ます 。 
ク . SQL の 表示 が 出 て いる 間 に ダ イヤ ル ま た 
は マイ クロ ホン の UP/DOWN キ ー で スケ 
ル チ レ ベル を 必要 に 応じ て 調整 し ます 。 
と の 値 は 、 電源 を OFF に し て も 保持 され ます 。 
3. 設定 を 完了 する と き は 、PTT ま た は 本 体 


キー の いずれ か を 押し ます 。 
通常 表示 に 戻り ます 。 


設定 を 完了 し 通常 表示 に 戻り ます 。 


参考 ケル チ は 開き に くく な り 弱 | 


ます 。 電 源 を 切る と き は 、 も う 一 


また 5 秒間 キー の 無 操作 状態 が 続い て も 、 


自動 的 に 


コ ・ ス ケル チレ ベル は 、〈O0) 一 (2G0) まで の 81 段階 で す 。 値 が 大 きい ほど ス 


い 電 波 を 受信 し て も 聞こ えな く な り ま す 。 


・ レ ベル が 低 すぎ る と 、 何 も 受信 し て いな い 時 で も ノイ ズ な ど で ス ケル チ が 開 
く こ と と が あり ます 。 こ の レベ ル は 受信 周波 数 や 二 波 環境 に よっ て 変化 する の 
で 必要 に 応じ て 調整 し て くだ さい 。 


5. 基本 的 な 使い 方 


5-4 _ VFO モ ー ド 


工場 出荷 時 か ら 最 初 に 電源 を 入れ た 時 に 表示 され る モー ド で す 。 


周波 数 や 各種 設定 を 変更 する こと が で きる 基本 的 な 運用 モー ド で す 。 


5 ら -4-1 周波 数 設定 


了 。 V/M キ ー を 押し 、VFO モ ー ド に し ます 。 
V/M キ ー を 押す ご と に VF0 モ ー ド と 、P.21 で 説 
明 す る メモ リー モー ド が 切り 替わり ます 。 
VFO モ ー ド ・ 周波 数 を 表示 し ます 。 
メモ リー モー ド : [M] が 表示 され ます 。 


2. 計 波 到 を 調整 し ます 。 

周波 数 を 上 げ る 

ダイ ヤル を 時 計 方 向 に 回 すか 、 マ イク ロホ ン の UP 

キー を 押し ます 。1 ク リッ ク で 1 チャ ン ネ ルス テッ 
プ ず 周波 数 が 増加 し ます 。 

周 波数 を 下げ る 

: ダイ ヤル を 反 時 計 方 向 に 回 すか 、 マ イク ロホ ン の 

DOWN キ ー を 押し ます 。1 ク リッ ク で 1 チャ ン ネ 

ルス テッ プ ず つ 、 周 波数 が 減少 し ます 。 


参 医 PO0、 ら 7 を 参照 し て くだ さい 。 
初期 設定 は GOkHz ス テッ プ で す 。 


画 周 波数 を 1 MHz づつ 増減 させ る 


コロ 記 廊 万 
た ルルル リル 


VFO モ ー ド 


ピ ロ 娘 オガ リガ 
ピロ 好 結 妨 
ーー ニー ド 


チャ ン ネ ルス テッ プ (ダイ ヤル を ] ク リッ ク し た 時 に 変わ る 値 ) の 設定 は 、 


すばやく 周波 数 を 大 きく 変え た いと き に 便利 で す 。 


了 .。 MHz キー を 押し ます 。 
10OkHz 以 下 の 表 示 が 消え た 状態 に な り ま す 。 


2. ダイ ヤル を 回 す 、 ま た は マイ クロ ホン の 


UP/DOWN キ ー を 押し ます 。 
回 す 方 向 (キー) に 応じ て 、 周 波数 が 1 MHz ずつ 
増減 し ます 。 


3. 設定 を 完了 する と き は 、PTT ま た は 本 体 
キー の いずれ か を 押し ます 。 
通常 表示 に 戻り ます 。 
また 5 秒間 キー の 無 操作 状態 が 続い て も 、 正 動 的 に 
設定 を 完了 し 通常 表示 に 戻り ます 。 


『+ 
L 
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5. 大 本 的 な 使い 方 


5-4- ら 


5-4-3 


80 


チャ ン ネ ルス テッ プ 設 定 


周波 数 を 合わ せる 際 、 ダ イヤ ル ま た は UP/DOWN キ ー の 1 クリ ッ ク で 増 当 す る 周 小数 の 凡 を 
設定 し ます 。 


VFO モ ー ド 時 、 セ ッ ト モ ー ド で チャ ン ネ 


ルス テッ プ 設 定 表示 に し ます 。 どー ロ の 
セッ トモ ー ド に つい て は P.26 を 参照 し て くだ さい 。 チャ ン ネ ルス テッ プ 直 定 表示 (初期 設定 ) 
現在 の チャ ン ネ ルス テッ プ が 表示 され ます 。 

ダイ ヤル を 回 し て 調整 し ます 。 

チャ ン ネ ルス テッ プ を 、 次 の よう に 切り 替え る こと 

が で きま す 。 
_ srTpr5 _ STP83 STP.10 。 geTP-i5 STP15 。 
.(5 kHz) (8.33 kHz) 0 kHz) (2.5 kH2) (15 kHz) 

_sTp-s0 _ STP-30 _ STP-25 _ STP.20 _ 
(50 kHz) (3O kHz) (25 kHz) (20 kHz) 


設定 を 終了 する と き は 、PTT キ ー ま た は 


本 体 キー (SQL キ ー 以 外 ) を 押し ます 。 
設定 を 終了 し て 、 通 常 表示 状態 に 戻り ます 。 


チャ ン ネ ルス テッ プ 周 波数 を 変更 する と 、1 0kHz 以 下 の 桁 が 補正 され る こと 
が あり ます 。5、18.5、15、25kHz の ステ ッ プ を 変更 する 際 は VFO モ ー ド 
で 表示 周波 数 の 未 尾 を D に し て か ら 操 作 し て くだ さい 。 


シフ ト 機 能 (シフ ト 方 向 と オフ セッ ト 周 波数 設定 ) 


送信 周波 数 を 、 受 信 周 波数 に 対し て オフ セッ ト 幅 分 シフ ト す る 機能 で 、 レ ピー ター を 使っ て 
交信 する 時 な ど に 使用 し ます 。 
オフ セッ ト 周 波数 の 設定 範囲 は 0 一 98.995 MHz で す 。 


FUNC キ ー を 押し た 後 、[FI 点 灯 中 に MHz 


キー を 押し ます 。 如 /g 
0 ッ ト 周 波数 、 お よび シフ ト 方 向 が 表示 ライナス TO0 の ど 層 
ご ご 1 
MHz キー を 押す ご と に 右 の よう に シフ ト 方 向 が 切 --0.100 -+O.100 
り 替 わり ます 。 

シフ ト 解 除 


オフ セッ ト 周 波数 を 調整 し ます 。 


設定 を 終了 する と き は 、PTT キ ー ま た は 本 体 
キー (FUNC、 MHz キー 以外 ) を 押し ます 。 
設定 完了 と な り 、 通 常 表 示 状態 に 戻り ます 。 


に 本 書 を 編集 し て いる 時 点 で 、B9MHz FM アマ チュ アレ ビー ター の 標準 的 な 設 
定 は 世界 的 に 100kHz (0.100) オフ セッ ト 、 シ フト 方 向 は で す 。 


5. 基本 的 な 使い 方 


5-5 メモ リー モー ド 


あら か じ め 登録 し て お いた 周波 数 や 設定 を 呼び 出し て 運用 する モー ド で す 。 


本 製品 は 100 個 の メモ リー チャ ン ネ ル (0 一 98CH) 、 お よび 各 1 個 の コー ルチャ ン ネ ル (C) と プロ グラ ム 


スキ ャ ン エ ッ ジ (PL/PH) を 持っ て いま す 。 な お 、 メ モリ ー の 数 を 増設 する こと は で きま せん 。 


5-5-1 メモ リー チャ ン ネ ル 呼 出し 


了 . WM キー を 押し 、 メ モリ ー モ ー ド に し ます 。 放 
V/M キ ー を 押す ご と に VFO モ ー ド と メモ リモ ー ド アロ ピロ 衣 誠 交 
が 切り 替わり ます 。 ーー 一 = 
メモ リー モー ド : IMJ と メモ リー チャ ン ネ ル が 表示 5 
され ます 。 メモ リー チャ ン ネ ル 
2. メモ リー チャ ン ネ ル を 選択 し ます 。 
ダイ ヤル を 回 すか 、UP/DOWN キ ー を 押す ご と に 、 
1 チャ ン ネ ル づ つ 増 減 し ます 。 
5-5- ら 8 メモ リー チャ ン ネ ル 登 録 
了 . V/M キ ー を 押し 、VFO モ ー ド に し ます 。 
V/M キ ー を 押す ご と に VFO モ ー ド (P.18 参 照 ) 
と メモ リー モー ド が 切り 夫 わ り ま す 。 コロ 万 万 所 
ビ イ ゴイ 好 
2. 登録 し た い 周波 数 を 選択 し 、 必 要 に 応じ て VEGED 
各 和 機能 を 設定 し ます 。 メ モリ ー に 登録 で 
きる 機能 は P.o ら を ご 覧 くだ さい 。 
ざ . FUNC キ ー を 押し ます 。 到 
に 上 u。 コロ と 訪 廊 
1 円 、[IM]、 メ モリ ー チ ャ ン ネ ル が 点灯 し ます 。 邊 ビ 上 7 
オイ. 登録 し た い メモ リー チャ ン ネ ル を 選択 し ます 。 
ダイ ヤル を 回 すか 、UP/DOWN キ ー を 押し て 選択 し ーー ロビ 廊 廊 
ます 。 未 登録 の チャ ン ネ ル は [MI が 点滅 し て いま す 。 ピリ ロ の 妨 


未 登録 チャ ン ネ ル の 場合 
2 う . [円 点灯 中 に V/M キ ー を 押し ます 。 
完了 ビー ブ 音 が 鳴り 、[F] が 消え ます 。[M] が 点灯 に 
変わ っ た ら 登 録 完了 で す 。 


2 と ・ 登 録 済 みな の メモ リー チャ ン ネ ル を 選択 する と 、 上 審 き され ます 。 
・CH-C を 選択 する と 、CALL チ ャ ン ネ ル に 上 書き され ます 。 
・CHS9 に は 、 ア ラー ム 周 波数 (P.40 参 照 ) を 登録 し て くだ さい 。 
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5. 基本 的 な 使い 方 


5-5-3 
7. 


5-5-4 


らら 


メモ リー チャ ン ネ ル 消 去 
V/M キ ー を 押し メモ リー モー ド に し ます 。 


V/M キ ー を 押す ご と に VFO モ ー ド と メモ リー モー 


ド が 切り 替わり ます 。 コロ 万 廊 太 
メモ リー モー ド : [MI と メモ リー チャ ン ネ ル が 表示 ISA 
され ます 。 メモ リー モー ド 


ダイ ヤル を 回 し て 、 希 望 す る メモ リー チャ 
ン ネ ル を 呼出 し ます 。 

すでに 登録 され て いる メモ リー チャ ン ネ ル は 、[M] 
が 点灯 し て いま す 。 


FUNC キ ー を 押し な が ら 、[F] 点 灯 中 に | 
V/M キ ー を 押し ます 。 2wc 。 コロ た に 記 ガ 
ビー ブ 音 が 鳴り 、 メ モリ ー が 消去 され ます 。 - 


同時 に 、[M] が 点滅 に 変わ り ます 。 


[M] が 点滅 し て いる 間 、 デ ィ ス プレ イ に は 、 以 前 の メモ リー の 内 容 が その まま 
表示 され て いま す 。 
消去 し た メモ リー 内 容 を 復帰 させ する に は 、 再 度 FUNC キ ー を 押し 、[F] 点 灯 中 に 
WM キー を 押し ます 。 た だ し 、CH や モー ド を 変更 し た 後 で は 復帰 で きま せん 。 
メモ リー で きる 内 容 


メモ リー チャ ン ネ ル 0 一 889、 プ ログ ラム スキ ャ ン エ ッ ジ (PL/PH) お よび CALL チ ャ ン ネ ル 
に は 、 下 記 の 内 容 を メモ リー する こと が で きま す 。 
・ 周 波数 

・ シ フト 周波 数 

・ シ フト 方 向 ( 二 /ー) 

・ ト ー ン 周波 数 

・ トー ン エ ンコ ー ダ ー/ ス ケル チ 設 定 
・DCS コ ー ド 

・DCS 設 定 

・ ス キッ プチ ャ ン ネ ル 設 定 

・ ビ ジー チャ ン ネ ル ロ ッ クア ウト (BCLO) 


5. 基本 的 な 使い 方 


5-6 CALL モード 


CALL チ ャ ン ネ ル で 待ち 受け し た り 、 呼 出し を する と き に 使用 し ます 。 
CALL チ ャ ン ネ ル と は 、 よ く 使 う 周波 数 な ど を CALL チ ャ ン ネ ル に 記録 させ て 、 ボ タン を 押す だ け で その 周波 
数 を すばやく 呼び 出す 携 能 で す (本 製品 に は 1 個 の CALL チ ャ ン ネ ル が あり ます ) 。 


5-6-1 CALL チ ャ ン ネ ル 呼 出し 
了 。 CALL キ ー を 押し CALL モ ー ド に し ます 。 


CALL チ ャ ン ネ ル が 呼び 出さ れ 、 登 録 さ れ た 周波 数 
と [C1 が ディ スプ レイ に 表示 され ます 。 と デ 


2. VFO モ ー ド 、 ま た は メモ リー モー ド に 戻 
る に は 、 再 度 CALL キ ー を 押し ます 。 
V/M キ ー で も 戻る こと が で きま す 。 


CALL モ ー ド で は スキ ャ ン 機 能 は 動作 し ませ ん 。 


5-6- ら CALL チ ャ ン ネ ル 変 更 


CALL チ ャ ン ネ ル は メモ リー チャ ン ネ ル の 一 つと し 
て 割り 当て られ て いま す 。 

従っ て 、CALL 周 波 和 お よび その 他 の 避 定 を 変更 す EE 
る 場合 に は 、 メモリー チャンネル 登 録 時 、「C」 を r ピロ ロビ 好好 
呼び 出し て 登録 し ます (P.21 参 照 ) 。 


CALL チ ャ ン ネ ル の 設定 内 容 は 上 書き し て 変更 で きま す が 、 消 去 は で きま せん 。 
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5. 基本 的 な 使い 方 


5- フ 受信 する に は 


84 


7. 
2. 


3. 


選 -7- 1 


-Z- ら 


PWR キー を 押し ます 。 


P.18 を 参照 の 上 、 音 時 と スケ ル チ を 適 
切な レベ ル に 設定 し ます 。 


希望 の 周波 数 を 選択 し ます 。 
信号 が 受信 され る と 、[BUSY] が 点灯 し 、 受 信 音 
声 が 聞こ えま す 。 

この と き 受 信 電 波 の 強度 に より 、S メ ー タ が 振れ ま 
す 。 


モニ ター 機能 


スケ ル チ ヂ 動 作 を 解除 し 、 動 作 レ ベル 以下 の 騰 い 信号 
を 聞く こと が で きる 機能 で す 。 受 信 音 が 途切れ て 聞 
こえ る 時 に 使い ます 。 


SQL キ ー を ] 秒 以上 押し 続け ます 。 
[BUSY] が 表示 され 、 ス ケル チ ヂ 動 作 を 解除 し ます 。 


モニ ター 機能 を 解除 する と き は 、 ダ イヤ 


ル 以 外 の 本 体 キ ー を 押し ます 。 
スケ ル チ 動 作 を 再開 し ます 。 


受信 周波 数 範囲 の 拡大 


受信 周波 数 範囲 た 広げ る こと が で きる 機能 で す 。 受 
信 可 能 な 周波 数 範囲 は 、「12. 定 格 」 を ご 覧 くだ さ 
い 。 


電源 を 切っ た 状態 で MHz キー を 押し な が 


ら PWR キ ー を ON し ます 。 
[OPEN] が 表示 され 、 受 信 周 波数 範囲 が 拡大 し ます 。 


再度 1 の 手順 を 行う こと に より [CLOS 
が 表示 され 受信 周波 数 範囲 が 元 の 状態 に 
戻り ます 。 


参考 。 運用 する と 便利 で す 。 


S メ ー タ 

ーー ココ ロコ 宮 

do ロビ の 好 計 
コロ コガ 

た すす に ルル ) go 


[ こ ] アマ チュ アバ ンド 内 だ け を すばやく スキ ャ ン し た いと き な ど は 、CLOSE 仙 で 


5. 基本 的 な 使い 方 


5-8 送信 する に は 


7. 


2. 


5-8- 1 


希望 の 周波 数 を 選択 し ます 。 
送信 する 周波 数 で 妨害 を 与え る 却 れ の ある 通信 が 行 
われ て いな いこ と を 確認 し て くだ さい 。 


TX 表示 ラン プ 


マイ クロ ホン の PTT キ ー を 押し ます 。 
TX 表示 ラン プ ( 赤 ) が 点灯 し 、 送 信 状 態 と な り ま す 。 


PTT キ ー を 押し な が ら 、MIC に 向かっ て 
普通 の 大 き さ の 声 で 話し て くだ さい 。 
マイ クロ ホン を 約 5cm 史 し て くだ さい 。 
PTT キ ー を 離す と 受信 状態 に 戻り ます 。 
区 PTT キ ー を 押し な が ら DOWN キ ー を 押す と トー ンコ ー ル 信号 が 送信 され ます 。 
参考 オー ト ダ イア ラー が 設定 され て いる 場合 、PTT キ ー を 押し な が ら UP キ ー を 押 
す と オー ト ダ イア ラー 信号 が 送信 され ます 。 
< だ と 送信 周波 数 範囲 外 で PTT キ ー を 押す と 、 デ ィ ス プレ イ に [OFF] が 表示 され 
ます 。 こ の 状態 で は 送信 する こと は 出来 ませ ん 。 


送信 出力 の 切り 替え 


FUNC キ ー を 押し た 後 、[F] 点 灯 中 に 
CALL キ ー を 押し ます 。 

FUNC キ ー を 押し た 後 CALL キ ー を 押す 、 こ の 操作 
を 繰り 返す 度 に 、 送 信 バ ワー が 【[HーMーL 一 H] 


と 切り 替り ます 。 呈 
MID パ ワー 時 に は [Mi]、LOW パ ワー 時 に は [Lo] が コロ と 万 万 = 
点灯 し ます 。HI パ ワー 時 は な に も 表示 し ませ ん 。 ロー ビ コ ロ の 7 
初期 値 は HI パワ ー と な っ て いま す 。 LOW バ ワー 時 
また RF メー タ は 、 右 の よう に 表示 し ます 。 ュ コロ レ 太 廊 
ロー ビ コ ロ 婦 マテ 
送信 出力 MID バ ワー 時 
HI 10W 一 
MID S ニ 詩人 人 寺 
row | ssw | 9 ピロ Tn の 娘 < 


Hi パワ ー 時 


送 介 中 に は パワ ー 切 り 替 え は で きま せん 。 


ら 5 


6. セッ トモ ー ド 


本 機 だ で は 、 セ ッ ト モ ー ド で いろ いろ な 機能 を 自分 の 運用 スタ イル に 合わ せ て 設定 する こと が で きま す 。 


セッ トモ ー ド 設定 方 法 


6- 1 


7. 


2. 


FUNC キ ー を ら 秒 以上 押す と 、 セ ッ ト モ ー 
ド に な り ま す 。 


SQL、UP/DOWIN キ ー を 押し て メニ ュー 
を 選択 し ます 。 

メニ ュー 内 容 に つい て は 、 下 記 の 「 セ ッ ト モ ー ド ー 
覧 ] を 参照 し て くだ さい 。 


ダイ ヤル を 回 し 、 メ ニュ ー の 内 容 を 変更 
し ます 。 


次 の メニ ュー に 移る と き は 、SQL、UP/ 
DOWIN キ ー の いずれ か を 押し ます 。 
設定 を 完了 し 財 淀 表示 に 戻る と き は 、 本 体 キ ー 
SQL キー 以外) を 押し ます 。 


に 子 ロ ニー コ 太 


コリ た ーー だめ の 


初期 設定 時 


チャ ン ネ ルネ ー ム 設定 機能 の み 、 設 定 方 法 が 異な り ま す (DP.31 参 昭 ) 。 


6- ら セッ トモ ー ド 一 覧 


セッ トモ ー ド メニ ュー 


右 の セッ トモ ー ド 一 覧 表 は 切り 取っ て 、 ご 
使用 くだ さい 。 


設定 内 容 


チャ ン ネ ルス テッ プ 切 夫 


周波 数 調整 時 1 クリ ッ ク の 周波 数 
(VFO モ ー ド の み 表 示 ) 。 


スキ ャ ンタ イプ 切替 スキ ャ ンタ イプ の 切り 替え (ビジ ー 
タイ マー) 。 

ビ ピー ブ 音 設定 ビー ブ プ 斉 の 有無 。 

タイ ム ア ウ ト タ イ マー 設定 | 送信 時 間 制 限 


TOT ペ ナル ティ 設定 


タイ ム ア ウ ト タ イ マー で の 送信 終了 
後 の 送 信 制 限 。 


オー トバ ワー オフ 設定 自動 的 に 電源 を 切る 。 
トー ンコ ー ル 切 笠 トー ンコ ー ル の 音質 。 

ビジ ー チ ャ ソネ ル ロ ッ クア ウト 設定 | 受信 状態 に よる 送信 制限 。 
盗難 敬 報 設定 次 難 著 報 の 動作 。 


86 


チャ ン ネ ルネ ー ム 設定 


メモ リー チャ ン ネ ル に 表示 させ る 文 
字 、 記 号 。 


セッ トモ ー ド 一 覧 


チャ ン ネ ルス テッ プ 切 替 (VFO) 
スキ ャ ンタ イプ 切替 
ビー ブ 音 設定 

タイ ム ア ウ ト タ イ マー 説 定 
TOT ペ ナル ティ 設定 

オー トバ ワー オフ 設定 

トー ンコ ー ル 切替 

ビジ ー チ ャ ソネ ル ロ ッ クア ウト 設定 
次 吉 薔 報 設定 

チャ ン ネ ルネ ー ム 設定 (メモ リー) 


SQL キ ー/UP キ ー を 押す 。 


いとこ だ ニー ニー どー ニュ 


B. セッ トモ ー ド 


6-3 セッ トモ ー ド 機能 
それ ぞ れ の 擬 能 に つい て 説明 し ます 。 
B-3-1 チャ ン ネ ルス テッ プ 切 り 替 え 


VFO モ ー ド で チャ ン ネ ルス テッ プ を 変更 する こと が 
で きま す 。 


了 】. ディ スプ レイ に 現在 の チャ ン ネ ルス テッ 2 
プ を 表示 させ ます 。 本 『 ロ リル 
初期 設定 は [STP-20] で す 。 ー ー 


2. ダイ ヤル を 回 し 、 チ ャ ン ネ ルス テッ プ を 
下記 の よう に 切り 替え る こと が で きま す 。 


STP-5 STP-83 STP-10 STP-125 STP-15 
(5 kHz) (8.33 kHz) (10 kHz) (18.5 kHz) (15 kHz) 
STP-50 STP-30 _ STP-85 STP-80 
(50 kHz) (30 kHz) (25 kHz) (20 kHz2) 


2 た アマ チュ ア 無 線 で の FM は 、 一 般 に GO0kHz セ バレ ーション で 運用 され て いま 
す 。 礎 数 チャ ン ネ ル で 送信 され ます と 、 そ の 周波 数 の 上 下 の チ ャ ン ネ ル で 運用 
され る 通信 に 妨害 を 与え た り 、 同 等 に 妨害 を 受け る 可能 性 が あり ます の で ルー 

ル を 守っ て 運用 し て くだ さい 。 


ら Z 


6. セッ トモ ー ド 


28 


6-3-8 


6-3-4 


スキ ャ ンタ イプ 切り 替え 


タイ マー スキ ャ ン と ビジ ー ス キャ ン を 切り 替え ます (P.32 参 照 ) 。 


了 . ディ スプ レイ に 現在 の スキ ャ ンタ イプ を 


表示 させ ます 。 


初期 設定 は [TIMER] で す 。 


2. ダイ ヤル を 回 す と 右 の よう に 表示 が 変わ 
り 、 設定 が 変更 され ます 。 
ビー プ 音 


操作 時 に ビー プ 音 を 鳴ら す 機能 で す 。 


了 . ディ スプ レイ に 現在 の 設定 が 表示 され ます 。 
初期 設定 は [TOT-0FF] で す 。 


. タイ ヤル を 回 す と 下 の よ うに 表示 が 変わ 
り 、 設定 が 変更 され ます 。 
[TOT] の 横 に 表示 され た 数 値 が 現在 の TOT 時 間 で す 。 
TOT 時 間 は 最長 450 秒 まで 設定 で きま す 。 


に ーー TOT-30 一 TOT-60 


ー TIMER + BUSY 


了 . ディ スプ ブレ イ に 現在 の 設定 が 表示 され ます 。 ai 
3 9 に に ロロ 』! 
初期 設定 は [BEEP-ON] で す 。 た た だ ー チ 有り 
2. ダイ ヤル を 回 す と 右 の よう に 表示 が 変わ Luaou_ aapor-- 
り 、 設 定 が 変更 され ます 。 オ フ に する と 
ー 切 の 操作 音 が 鳴ら な く な り ま す 。 
タイ ム ア ウ ト タ イ マー (TOT) 
圏 T0T と は 
ラグ チュ ー 時 に 、 つ い 長 話 を し て し まう の を 防止 で きる 機能 で す 。 
連続 送信 時 間 が 設定 され た 時 間 を 超過 し た 場合 タイ ム ア ッ プ の 5 秒 前 に 警告 音 が 鳴り 、 無 線 
携 は 自動 的 に 受信 状態 に な り ま す 。 
この 場合 、 一 度 PTT キ ー を OFF に し な いと 次 の 送信 は で きま せん (TOT ペ ナル ティ が 設定 され 
て いる 場合 に は 、 設 定 さ れ た 時 間 内 に 再度 PTT キ ー を OFF 一 ON に し て も 送信 で きま せん ) 。 
圏 TOT の 設定 


設定 時 間 60 秒 の 場合 


~- TOT-450 


6. セッ トモ ー ド 


6-3-5 


6-3-G 


TOT ペ ナル ティ 


送信 が TOT 機 能 で 終了 し た 場合 、PTT キ ー を 押し て も 、 
信 を 禁止 する 機能 で す 。 


TOT ペ ナル ティ 時 間 中 に PTT キ ー が 押さ れ た 場合 に は 、 ビ ー プ 音 が 出 ます 。 
TOT 時 間 終 了 後 、PTT キ ー が TOT ペ ナル ティ 設定 時 間 以 上 押さ れ 続 けた 場合 に は 、 ペ ナル ディ 


動作 を 解除 し ます 。 


ディ スプ レイ に 現在 の 設定 が 表示 され ます 。 
初期 設定 は [TP-OFF] で す 。 


ダイ ヤル を 回 す と 以下 の よう に 表示 が 変 
わり 、 設 定 が 変更 され ます 。 

[TP] の 横 に 表示 され た 数 値 が 、 現 在 の TOT ペ ナル 
ティ 時 間 で す 。 

最長 15sec ま で 設定 可能 で す 。 


設定 され た TOT ペ ナル ティ 時 間 内 は 送 


9 ー- TP1 ーー ーー TP4 


TP-15 


オー ト パ ワ ー オ フ (APO) 


PWR キー (電源 スイ ッ チ ) の 切り 忘れ を 防ぐ 機能 で す 。AP0 が 設定 され て いる 時 、 


状態 が 約 30 分 問 続 く と 、 ビ ー プ 音 が 鳴り 、 息 動 的 に 無線 機 の 電源 が 切れ ます 。 


ディ スプ レイ に 現在 の 設定 が 表示 され ます 。 
初期 設定 は [APO-DFF] で す 。 


ダイ ヤル を 回 す と 右 の よう に 表示 が 変わ 
り 、 設 定 が 変更 され ます 。 


参考 


操作 の 


ー・ APO-OFF 一 一 ~- APO-ON 一 ー 


「 拓 すき 性 虹 ま 
ルー たげ 


4 


リ 
設定 ON の 場合 


受信 を し て いて も APO は 有効 で す 。 何 ら か の キー 操作 を する と 、 そ こ か ら 改 
め て 830 分 の カウ ント ・ ダ ウン を 始め ます 。 


に に ! 


B. セッ トモ ー ド 


ーー ビデ ビ 〔 ビ ら ーーーーー 


6-3- プ フ トー ンコ ー ル 


6-3-8 


30 


一 定 の トー ン を 乗せ た 信号 を 送信 する 時 に 使い ます 。 


トー ンコ ー ル 周波 数 は 、1 750Hz、 ら 100Hz、1000Hz、1450Hz に 変更 で きま す 。 主 に 


ト 」 と も 呼ば れる 機能 で す 。 
ディ スプ レイ に 現在 の 設定 が 表示 され ます 。 
初期 設定 は [TB- 1750] で す 。 


ダイ ヤル を 回 す と 右 の よう に 表示 が 変わ 
り 、 設 定 が 変更 され ます 。 


ビジ ー チ ャ ン ネ ル ロ ッ クア ウト (BCLO) 


受信 状態 に 応じ て 送信 を 制限 する 機能 で す 。 誤 っ て 通信 』 


ヨー ロッ パ で 使わ れ て いる アマ チュ アレ ビー ター を アク セス する 時 に 必要 な 「 ト ー ン バー ス 


て TB-1750 一 ~ TB-2100 一 ー 


TB-1450 


ます 。 
・ ビ ジー チャ ン ネ ル | 
外 の 条件 で は 送信 する こと が 出来 ませ ん 。 


TB-1000 - 一 


の 周波 数 で 送信 する こと を 防止 し 


ッ ク ア ウト が 設定 され て いる と 、 次 の 場合 の み 送信 が 可能 で す 。 そ れ 以 


1 . 信号 が 入 感 し て いな い 場 合 ([BUSY] が 消灯 し て いる 状態 ) 。 


@. トー ンス ケル チ 設 定 状態 で トー ン が 


3. DCS 設 定 状態 で コー ド が 一 致し て スケ ル チ が 開い た 場合 。 
・ 送信 が 禁 計 され て いる 状態 で PTT キ ー を DN す る と ビー プ 音 が 鳴り ます 。 こ の 場合 、 電 波 は 


送信 され ませ ん 。 


ディ スプ レイ に 現在 の 設定 が 表示 され ます 。 
初期 設定 は BCLO-DF で す 。 


ダイ ヤル を 回 す と 右 の よう に 表示 が 変わ 
り 、 設 定 が 変更 され ます 。 


致し て スケ ル チ が 開い た 場合 。 


た す 戸 末 た 
ゴル た た す 77 た 
- BCLO-OF 一 BCLO-ON 
7 カナ すす 7 
ゴル た た すり た けり 


設定 ON の 場合 


6. セッ トモ ー ド 


6-3-9 


盗難 敬 報 (アラ ー ム ) 


盗難 殴 報 の 詳細 に つい て は P.40 を 参照 し て くだ さい 。 


ディ スプ レイ に 現在 の 設定 が 表示 され ます 。 
初期 設定 は [SCR-OFF] で す 。 


ダイ ヤル を 回 す と 右 の よう に 表示 が 変わ 
り 、 設 定 が 変更 され ます 。 

次 難 善 幸 後 能 が 設定 され る と 100MHz と 100kHz 
の デシ マル ポイ ント が 点灯 し ます 。 


て た し だ に だ 

ゴル 直 は り 放 貞 

SCR-OFF SCR_ON 
SCR_DLY 


- イ 
京 灯 


+ 
点灯 


6-3-10 チャ ン ネ ルネ ー ム (アル ファ ー ニ ュー メリ ッ ク ) 


メモ リー モー ド で 周波 数 の 代わ り に 任意 の 文字 、 符 号 を 表示 する 機能 で す 。 


文字 の 種類 は AーZ、0ー9 な どの 67 種 類 で す 。 


チャ ン ネ ルネ ー ム 表示 に 設定 し て いて も 、FUNC キ ー を 押す と 5 秒間 だ け 周 波数 を 表示 で き 
ます 。 途 中 で 何 か の キー が 押さ れる と 、 チ ャ ン ネ ルネ ー ム 表示 に 戻り ます 。 


た だ し 、FUNC 携 能 に 割り 当て られ た キー を 操作 する と 、 そ の 設定 モー ド に な り ま す 。 


メモ リー モー ド で 、 設 定 し た い メ モリ チャ ン ネ ル を 呼出 し ます 。 


メモ リー され た チャ ン ネ ル : [M】 が 点灯 し て いま す 。 
未 登録 の チャ ン ネ ル : [M] が 点滅 し て いま す 。 


参 考 


FUNC キ ー を 2 秒 以 上 押し 、 セ ッ ト モ ー ド に し ます 。 


[F、[M]、 メモリー チャ ン ネ ル 、 メ ニュ ー が 表示 され き 


SQL (UP) キー また は DOWN キ ー で [A] 
( 点 減 表 示 ) を 選択 し ます 。 


ダイ ヤル を 回 し て 入力 文字 を 選択 し 、. 
V/M キ ー を 押し ます 。  . 

入力 文字 が 点灯 に 変わ り 確 定 し ます 。 

確定 し た 文字 と 同一 文字 が 、 一 つ 右側 で 点滅 し 入力 
待ち と な り ま す の で 、 順 次 入力 し て くだ さい 。 


ます 。 


チャ ン ネ ルネ ー ム は 、 メ モリ ー さ れ た チャ ン ネ ル に の み 設 定 可能 で す 。 
未 登録 の メモ リー チャ ン ネ ル に は 設定 で きま せん 。 


NN ん 
/ 


/『 
ンプ 


7 


ん 


| 
ンーNN 


・7 桁 まで 設定 で きま す 。 
参考 。 - 入 力 中 に CALL キ ー を 押す と 、 入 力 文字 が 全 消去 され ます 。 


設定 を 完了 する と き は 、 PTT、FUNC、MHz、TS/DCS キ ー の いずれ か を 押し ます 。 


通常 表示 状態 に 戻り ます 。 


31 


プ . 便利 な 機能 


フ -1 スキ ャ ン 


動 的 に 周波 数 を 変え 、 受 信 し た い 信 号 を 探し 出す 機能 で す 。 
スキ ャ ン は 受信 で きる 信号 が 見 つか る と 一 時 停止 し ます 。 そ の 後 、 設 定 さ れ て いる 再開 条件 に よっ て スキ ャ ン 
を 再開 し ます 。 


田 ス キャ ン 再 開 条件 


タイ マー スキ ャ ン 機 能 : 

スキ ャ ン 停 止 後 、 受 信 信 号 が あっ て も 5 秒 経過 する と 次 の チャ ン ネ ル に 移り ます 。 
ビジ ー ス キャ ン 機 能 : 

スキ ャ ン 停 止 後 、 受 信 信 号 が な く な れ ば 次 の チャ ン ネ ル に 移り ます 。 


トー ンス ケル チ /DCS が 設定 され て いる 場合 、 信 号 が あっ た 際 に は 、 ス キャ ン 
堆 活 。 を 停止 し た 後 トー ン 周 波数 /DCS コ ー ド が 一 致す れ ば スケ ル チ は 開き ます 。 一 
致し な けれ ば スケ ル チ は 開き ませ ん 。 


園 ス キャ ン 方 向 の 変更 


スキ ャ ン 中 に 次 の 操作 を 行う と 、 ス キャ ン 方 向 が 変更 され ます 。 

・ ア ッ プ 方 向 に スキ ャ ン す る : ダイ ヤル を 時 計 方 向 へ 回 す / マ イク ロホ ン の UP キー を 押す 。 

・ ダ ウン 方 向 に スキ ャ ヤン する : ダイ ヤル を 反 時 計 方 向 へ 回 す / マ イク ロホ ン の DOWN キ ー を 
押す 。 


プ -1-1 VFO スキ ャ ン 


全 受 信 周 波数 範囲 を スキ ャ ン し ます 。 


7. V/M キ ー を 押し 、VFO モ ー ド に し ます 。 


2. UP/DOWN キ ー を 1 秒 以上 ら 秒 以内 の 間 
押す か 、 ま た は MHz キー を 1 秒 以上 押し 
続け る と スキ ャ ン を 開始 し ます 。 


スキ ャ ン が スタ ー ト する と 、 周 波数 表示 部 の MHz 
デシ マル ポイ ント が 点滅 し ます 。 


づ . スキ ャ ン を 解除 する に は 、 い ずれ か の キー 
(UP/DOWN キ ー 以 外 ) を 押し ます 。 
[に ] UP/DOWN キ ー を 2 秒 以上 押し 続け る と 、 オ ー ト レビ ー ト に な り ま す 。 


参考 ・ プ ログ ラム スキ ャ ン メ モリ ー (PL/PH) に 周波 数 を 設定 し た 場合 は 、 プ ロ 
グラ ム ス キ ャ ン と な り ま す 。 


3 ら 


7. 便利 な 機能 


プ -1 -3 


メモ リー スキ ャ ン 


メモ リー され て いる チャ ン ネ ル の み を スキ ャ ン し ます 。 


V/M キ ー を 押し メモ リー モー ド に し ます 。 


UP/DOWN キ ー を 1 秒 以上 2 秒 以内 の 間 
押す か 、 ま た は MHz キー を 1 秒 以 上 押し 
続け る と 、 ス キャ ン を 開始 し ます 。 


スキ ャ ン を 解除 する に は 、 い ずれ か の キー 
(UP/DOWN 以 外 ) を 押し ます 。 


スキ ッ プ チャ ン ネ ル 設 定 


スキ ッ プ チャ ン ネ ル に 設定 され た メモ リー チャ ン ネ 
ル は 、 メ モリ ー ス キャ ン 時 に スキ ャ ン の 対象 か ら 外 
され ます 。 


メモ リー モー ド で 、 ス キッ プチ ャ ン ネ ル 
に 設定 する メモ リー チャ ン ネ ル を 呼び 出 
し ます 。 


FUNC キ ー を 押し た 後 、[F] 点 灯 中 に 


V/M キ ー を 押し ます 。 

この 時 点 で スキ ッ プ チャ ン ネ ル に 設定 され ます 。 
スキ ッ プ チャ ン ネ ル が 設定 され た メモ リー チャ ン ネ 
ル は 10MHz デ シマ ルポ イン ト が 点灯 し ます 。 


スキ ッ プ チャ ン ネ ル を 解除 する に は 、 再 
度 手順 1 、 ら を 行い ます 。 


刀 


コロ に 万 
た . す づり 


点灯 


CALL、PL、PH、S9 チ ャ ン ネ ル は 、 ス キッ プチ ャ ン ネ ル 設 定 を 解除 で きま 
せん 。 こ れ ら の チャ ン ネ ル は メモ リー スキ ャ ン の 対象 外 で す 。 
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フ -1-4 


フ - 1-5 


プロ グラ ム ス キ ャ ン 


スキ ャ ン の 下限 周波 数 (PL) と 上 限 周波 数 (PH) を プロ グラ ム ス キ ャ ン メ モリ ー に 登録 す 


る と 、 そ の 還 囲 内 で スキ ャ ン し ます 。 ス キャ ン 動 作 
範囲 は 右 の よう に な り ま す 。 

スキ ャ ン 開 始 周波 数 に より LーPL、 PL 一 PH、 PH 一 
H の 3 つの バン ド で スキ ャ ン で きま す 。 


メモ リー モー ド で 、 プ ログ ラム スキ ャ ン メ モ 
リー (PL/PH) に 周波 数 範囲 を 設定 し ます 。 
メモ リー チャ ン ネ ル 登 録 と 同様 の 操作 で 設定 し て く 
だ さい (P.21 参 照 ) 。- 


VF0 モ ー ド で 、 ス キャ ン し た い 範 囲 内 に 
ある 周波 数 を 選び ます 。 


MHz キー を 1 秒 以上 押し 続け る と スキ ャ 


ン を 開始 し ます 。 
スキ ャ ン 中 は !P] が 点滅 家 示し ます 。 


スキ ャ ン を 解除 する に は 、 い ずれ か の キー 
(UP/DOWN 以 外 ) を 押し ます 。 


バン ド エ ッ ジ (H) 
29.695 (39.995) MHz 


PH 
1 


FL 


バン ド エ ッ ジ (L) 
28.000 (26.000) MHz 


バン ド エ ッ ジ ( け ) 、(L) は 本 機 の 受信 同 波数 の 上 限 と 下限 を 表わし ます 。 受信 拡 張 時 の 周 
参考 。 波数 を メモ リー し た と き は ブログ ラム スキ ャ ン す る と きも 受信 披 張 伏 態 に し て くだ さい 。 


トー ンス キャ ン 


受信 し て いる 信号 に CTCSS トー ン が 乗っ て いる と き 、 そ の トー ン を 判定 する た め の ス キャ ン で す 。 


TS/DCS キ ー を 押し 、 ト ー ン デコ ー ダ ー 
周波 数 設定 状態 に し ます 。 
ディ スプ レイ の ITSQ] が 点灯 し ます 。 


UP/DOWN キ ー を 1 秒 以 上 2 秒 以内 の 問 
押す と 、 ス キャ ン を 開始 し ます 。 


トー ン 周 波数 39 波 (P.36 参 照 ) を 順に スキ ャ ン し ます 。 
スキ ャ ン 中 は デシ マル ポイ ント が 点 減 し ます 。 デコ ー ド 
周波 数 が 一 致す れ ば 、 スキ ャ ン を 停止 し 受信 に 移り ます 。 


この スキ ャ ン モ ー ド で は 自動 的 に スキ ャ ン を 再開 させ る こと は で きま せん 。 


スキ ャ ン を 止め る に は 、 い ずれ か の キー (UP/DOWN 以 外 ) を 押し ます 。 


スキ ャ ン を 解除 する に は 、 ス キャ ン 停 止 後 いずれ か の キー (UP/DOWN 


以外 ) を 押し ます 。 


7. 便利 な 機能 


ミーーーーwwーwwーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー- ニ ーー 


フ -1-B DCS ス キャ ン 


受信 し て いる DCS 信 号 か ら DCS コ ー ド を 探し 出す 機能 で す 。 
了 。 TS/DCS キ ー を 押し DCS 設 定 状態 に し 還 
ます 。 ロビ 
[DCS] が 京 灯 し ます 。 


2. UP/DOWN キ ー を 1 秒 以上 2 秒 以 内 押す 。 [ 加 
と スキ ャ ン を 開始 し ます 。 sy リプ 
DCS コ ー ド 104 種 類 (P.37 参 照 ) を スキ ャ ン し みい 

ます 。 ス キャ ン 中 は 右 の よう に デシ マル ポイ ント が 

点滅 し 、DCS コ ー ド が 一 致す れ ば スキ ャ ン を 停 上 

し 受信 し ます 。 


2 スキ ャ ン 停 止 後 は スキ ャ ン 再 開 条件 が 反映 され ませ ん 。 再開 する と 寺 は 、 再 度 
ダイ ヤル 操作 、 ま た は UP/DOWN キ ー を 押し て くだ さい 。 


3. スキ ャ ン を 止め ある に は 、 い ずれ か の キー (UP/DOWN 以 外 ) を 押し ます 。 


オプ, スキ ャ ン を 解除 する に は 、 ス キャ ン 停 止 後 いずれ か の キー (UP/DOWN 以 
外 ) を 押し ます 。 


フ - ら キー ロッ ク 機 能 


誤っ て 本 体 キ ー や ダイ ヤル を 操作 し て も 、 動 作 し な いよ うに する 能 で す 。 走行 中 の モー ビル 運用 で 安全 


出 


転 の た め に も 有効 で す 。 
了 .。 FUNC キ ー を 押し 、[F] 点 灯 中 に TS / o こ っ 
DCS キ ー を 押し ます 。 
[O 直 ] が 点灯 し ます 。 


2. 解除 する と き は 、 再 度 FUNC キ ー を 押 
し た 後 TS/DCS キー を 押し ます 。 
キー ロッ ク 状 態 で は 、 本 体 の キー ロッ ク 解 除 以外 の キー お よび ダイ ヤル 操作 が 
で き な く な り ま す 。 8 
・ モニター 操作 や スケ ル チ の 設定 は 可能 で す 。 
・ マ イク ロホ ン の PTT、UP/DOWN キ ー は 操作 可能 で す 。 


フ -3 トー ンコ ー ル 機能 


送信 電波 に トー ン 信 号 を 付加 し て 、 相 手 を 呼び 出す 機能 で す 。 


PTT キ ー を 押し な が ら DOWN キ ー を 押し て いる 間 、 ト ー ン 信号 が 送信 され ます 。 
トー ン 周 波数 は 初期 値 1750UHz で す が 、 セ ッ ト モ ー ド で 変更 可能 で す (P.30 参 照 ) 。 35 


8. 選択 交信 機能 


選択 交信 機能 に は トー ンス ケル チ (CTCSS) と DCS が あり ます 。 


特定 の 局 と 交信 し た い 時 に 、 音 声 信号 に トー ン 信 号 (DCS コ 


ー ド ) を 付加 し て 送信 し 、 自 局 と 相手 局 で トー 


ン 信号 (OCS コー ド ) が 一 致し た と きのみ 、 ス ケル チ が 開き 受信 で きる 機能 で す 。 


トー ンス ケル チ (CTCSS) 機能 と DCS 機 能 を 同時 に 倍 用 する こと は で きま せん 。 


8-1 トー ンス ケル チ (CTCSS) 


7. 
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TS/DCS キ ー を 押し 、 設 定 し た い モ ー ド 
を 選択 し ます 。 

TS/DCS キ ー を 押す ご と に 右 の よう に モー ド が 切 
り 替 わり ます 。 トー ン 周 波数 は [T] ま た は ITSQ] の 


ーー T  -。T17SQ _。 DCGS _ 
88.5 88.5 023 


どちら か ら で も 設定 で きま す 。 通常 周波 数 表示 
[T] 表 示 : エン コー ダー 機能 の み の 設定 。 エン 
コー ダー 周波 数 を 設定 する と 、 自 重 
的 に 同じ 周波 数 が デコ ー ダ ー 周 波数 
に 設定 され ます 。 
SQ] 表示 : エン コー ダー/ デ コー ダー 機能 の 設 
定 。 
SQ] 表 示 の 状態 で トー ン 周 波数 を 変更 する と エン 
コー ダー 周波 数 も 変更 され ます 。 
周波 数 を 変更 する と き は 、 ダ イヤ ル ま た 
は UP/DOWN キ ー で トー ン 周 波数 を 選択 
し ます 。 
使用 する トー ン 周 波数 は エン コー ダー/ デ コー ダー 
と も に 下記 の 39 個 の 標準 トー ン か ら 選 択 す る こと 
が で きま す 。 
670 693 719 フ 744 770 787 gae5 8a54 
88.5 915 9g48 974 1000 1o35 1072 11og 
114.8 118.8 1830 18273 131.8 136.5 141.3 146.2 
151.4 1587 18682 1679 1738 1789 1862 1ga8g 
203.5 210.7 218.1 82257 2838.6 241.8 2503 
設定 を 完了 する に は 、 本 体 キ ー (TS / 
DCS キ ー 以 外 ) を 押し ます 。 
[]、[TSG] 表 示 状態 に 戻り ます 。 EE に 
通常 周波 数 表示 


トー ンス ケル チ 機 能 を 解除 する に は 、 

TS/DCS キ ー を 押し て [T]、[TSQ] を 消 
灯 さ せま す 。 
通 淀 周波 数 表示 に 戻り ます 。 


8. 選択 交信 機能 


8- ら 6 DCS 


7. 


9. 


4 


TS/DCS キ ー を 押し [DCS] 表 示 に し ます 。 
TS/DCS キ ー を 押す ご と に 右 の よう に モー ド が 切 
り 替 わり ます 。 - 

[DCS] 表 示 : DOS エン コー ダー/ デ コー ダー 機能 の 


設定 。 


DCS コ ー ド を 変更 する と き は 、 ダ イヤ ル 
また は UP/DOWN キ ー で 選択 し ます 。 
DCS コ ー ド は エン コー ダー/ デ コー ダー と も 、 同 
コー ド が 設定 され ます 。DCS コ ー ド は 以下 の 104 
種類 が 設定 で きま す 。 


T 


T/SQ _. DCS 


88.5 885 


083 


通常 周波 数 表示 


023 025 026 031 032 036 043 
071 072 073 074 114 115 116 
143 145 152 155 156 162 165 
625 226 243 244 245 246 251 
266 271 274 306 311 315 385 
356 364 365 371 411 412 413 
452 454 455 462 464 465 466 
532 546 565 GO6 612 B24 62Z 
703 718 783 731 732 734 743 


047 
12 ら 8 
17 ら 
252 
381 
423 
503 
B31 
754 


051 
125 
174 
255 
33 ら 
431 
506 
638 


053 
131 
205 
86 1 
343 
432 
516 
654 


054 
132 
218 
263 
346 
445 
523 
66 ら 8 


065 
134 
823 
665 
351 

446 
526 
664 


設定 を 完了 する に は 、 本 体 キ ー (TS / 


DCS / CALL 以 外 ) を 押し ます 。 
DCS] お よび 遂 常 表示 状態 に 戻り ます 。 


DCS 和 機能 を 解除 する に は 、TS/DCS キ ー 
を 押し て [DCS1 表 示 を 消灯 させ ます 。 
通常 表示 状態 に 戻り ます 。 


・【DCS の DET 動 作 変 更 】 


DCS 設 定時 、 送 信 側 の 変調 度 に よっ て は 誤っ て スケ ル チ が 閉じ て し まう こ 
と が あり ます 。. その 場合 は DCS 設 定時 、DCS コ ー ド を 表示 し CALL キ ー を 
押し て 10MHz の デシ マル ポイ ント を 点灯 させ 、DCS を 設定 完了 し て くだ さ 
い (この 設定 は メモ リー に も 登録 され ます ) 。 
・ 動 作 後 の 雑音 を 軽減 させ る た め に 、 ス ケル チ の 設定 も 併用 され る こと を お す 


すめ し ます 。 
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8- は 8 オー ト ダ イア ラー 機能 


登録 され た DTMF コ ー ド 列 を 送出 する 機能 で す 。 


7. 


8-- 1 
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オー ト ダ イア ラー 送出 チャ ン ネ ル の 選択 
を し ます 。 

FUNC キ ー を 押し な が ら TS/DCS キ ー を 押し 、 ダ 
イア ラー 登録 モー ド に し た あと 、UP/DOWN キ ー 
で チャ ン ネ ル を 選択 し ます 。 


送信 状態 で UP キー を 押し ます 。 

選択 され た チャ ン ネ ル に 対応 し た ダイ アラ ー メ モ 
リー (最大 16 桁 ) が 自動 送信 され ます 。 

同時 に 、 ス ピー カー か ら も 送信 中 の DTMF が 出力 さ 
れ ま す 。 


ダイ アラ ー 厨 録 モー ド ( 例 ) 


ます オー ト ダ イア ラー メモ リー が 登録 され て な い 場 合 は 、、 オ ー ト ダイ アラ ー 機 能 は 


働き ませ ん 。 


オー ト ダ イア ラー メモ リー の 登録 


オー ト ダ イア ラー で 送出 する DTMF コ ー ド を 、 メ モリ ー[ 


FUNC キ ー を 押し な が ら TS/DCS キ ー を 
押し ます 。 


ダイ アラ ー 登 録 モ ー ド に な り 、[O] を 右側 に 表示 し 
ます 。 

同時 に ] 9CH の メモ リー チャ ン ネ ル を 表示 し 、 
コー ド 入 力 待ち と な り ま す 。 


UP/DOWN キ ー で チャ ン ネ ル を 選択 し 
ます 。 


ダイ ヤル を 回 し 、 コ ー ド 1 桁 目 の 「0」 
を 変更 し ます 。 


TS/DCS キ ー を 押し 、 確 定 し ます 。 
コー ド 1 桁 目 が ら 桁 目 に 移動 し て 、 次 コー ド の 入 、 
力 待ち に な り ま す 。 


こ 設 定 する 機能 で す 。 
万 
/ 4 
ダイ アラ ー 登 録 モー ド 
ル / 
ゴ り 
/ 
和 り / 


8. 選択 交信 機能 


②. ダイ ヤル で 順次 入力 し て いき ます 。 

・ ポー ズ は [一 } で 表示 され ます 。 

・ 7 桁 を 超え る と 左側 へ ヘス クロ ー ル し て いき ます 。 
・ FUNC キ ー を 押し た 後 、[F] 点 灯 中 に ダイ ヤル を 
回 す と 、 入 力 さ れ て いる コー ド の 範囲 内 で 表示 が 
スク ロー ル し ます 。 
・DTMF コ ー ド は 16 種 コー ド と ポー ズ (0-9 
ABCD#* 一) で 最大 16 桁 と し ます 。 


CALL キ ー を 押す と 入力 中 の コー ド が 消去 され ます 。 


6. 登録 を 完了 する と き は 、PTT、V/M、 


MHz、SQL キ ー の いずれ か を 押し ます 。 
通常 表示 状態 に 戻り ます 。 
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8. 特殊 機能 


9-1 盗難 療 報 (アラ ー ム ) 


本 機 が 盗難 され か か っ た 時 、 ス ピー カー か ら 区 告 音 を 発生 する 機能 で す 。 
離れ た 場所 や 自動 車 に 本 機 を 設置 する と き に ご 使用 くだ さい 。 


DC 電源 コー ド 


アラ ー ム 用 
配線 ケー ブル A 


自動 


所 の ハン ドル 等 


アラ ー ム 用 
配 多 ケ ー ブ ル B 
-1-1 接続 と 設定 方 法 


電 涼 ケー ブル は 、 必 ず 車 の バッ テリ ー に 直接 接続 し て くだ さい 。 こ の 機能 を 使 
うに は 、 常 に 本 機 が 動作 する 電源 を 確保 し て お く 必 要 が あり ます 。 


了 . DATA 端 子 ジ ャ ッ ク に 、 付 属 の アラ ー ム 
用 配線 ケー ブル B を 差し 込み ます 。 
アラ ー ム 用 配線 ケー ブル A は 、 上 図 の よう に 必ず 八 
ンド ル な ど に 央 定 し て お いて くだ さい 。 


2. アラ ー ム 用 配線 ケー ブル A と 日 を 接続 し 
ます 。 TX 表示 ラン プ 


3. セッ トモ ー ド で 千 報 機能 を [SCR-ON] に 
設定 し 、 電 源 を OFF し ます 。 
斐 報 設 定 が ON に な り 、 デ ィ ス プレ イ が 消え て TX 表 
示 ラ ンプ が 点灯 し ます 。 
[SCR-ON] に 設定 する と 、 通 常 周波 数 表示 時 に は 


0OMHz と 100kHz の デシ マル ポイ ント が 点灯 し コロ 記 
ます 。 セ ッ ト モ ー ド で の 設定 方 法 は P.3 1 を 参照 し ガリ 
ださい 。 ィ ーーー+ー 

OS 点灯 点 


イオ. 解除 する と き は 、 セ ッ ト モ ー ド で 稿 報 機 
能 を [SCR-0F] に し ます 。 
・ 必 ず ア ラー ム 用 ケー ブル を 接続 し 終わ っ て か ら 電 源 を OFF に し て くだ さ 


い 。 電源 DOFF 後 に 差し 込む と 、 ア ラー ム が 作動 する こと が あり ます 。 
・ ア ラー ム は 電源 を OFF し な いと 設定 され ませ ん 。 
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9. 特殊 機能 


避 - 1 - ら 


画 ア 


アラ ー ム 動作 


ケー ブル を 抜く か リー ド 線 が カッ ト さ れる と アラ ー ム 音 が 鳴り 出し ます 。 


アラ ー ム 動作 は 10 分 間 連 続 し て 行い ます 。 


アラ ー ム 作動 中 は CH99 (アラ ー ム チャ ン ネ ル ) の 設 


ラー ム 作 動 中 の 警報 解除 方 法 


定 デ ー タ で 受信 動作 も し て いま す 。 


アラ ー ム 作動 中 に 本 機 が 電波 を 受信 し て スケ ル チ が 開け ば 、 警 報 を 解除 し 受信 状態 に な り ま す 。 


受信 は TSQ、DCS 設 定 も 有効 で す 。 


解除 する と き は 、SQL キ ー を 押し な が ら 吉 源 を ON し ます 。 


再度 電源 を OFF に する と 、 警 報 が 設定 され ます 。 


アラ ー ム 動作 開始 時 間 の 設定 


機能 の 設定 や 動作 に 待ち 時 間 を 持た せ た い と き に 使 


セッ トモ ー ド で 和 蕎 報 機能 を [SCR-DLY] 
に 設定 し ます 。 

セッ トモ ー ド で の 設定 方 法 は P.3 1 を 参照 し て くだ 
さい 。 


本 体 の 電源 を OFF し ます 。 

ディ スプ レイ の 表示 が 消え 、20 秒 経過 後 TX 表示 ラ 
ンプ が 点灯 し ます 。 同 時 に 照明 が 消え 、 警 報 が 設定 
され ます (TX 表示 ラン プ 点 条 前 に プラ グ な ど が 抜 
か が れ て も アラ ー ム 音 は 発生 し ませ ん ) 。 


警報 設定 中 に プラ グ 等 が 抜か れ た 場合 も 、 設 置 後 
ら 0 秒 経 過 し て か ら ア ラー ム 音 が 鳴り 始め ます 。 
その 980 秒間 に 電源 を ON する と 、 ア ラー ム 動 作 は 
解除 され ます 。 


し ます 。 


TX 表示 ラン プ 


だ 上 通常 運用 時 は 、 必 ず ア ラー ム 設 定 を 解除 (SCR-UFF) に し て お いて くだ さ 


い 。 


] 盗難 薔 報 装置 が 付い て いる こと を 示す ステ ッ カ ー が 付 属 し て いま す の で 、 ご 利 


参 衝 用 くだ さい 。 
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- ら クロ ー ン 機能 


クロ ー ン 幾 能 と は 、 2 台 の 無線 機 を ケー ブル で 接続 し 、 


1 台 に 設定 


を も う 1 台 (受け 側 ) の 無線 機 に 転送 し て コピ ー す る 機能 で す 。 


是 接 続 方 法 


3.5 ゅ ステ レオ プラ グ 


送り 側 


し て いる 情報 ( バ モ リ ー デ ー タ を 含む ) 


プラ グ 加 工 図 (送り 側 / 受 け 側 両方 ) 


DATA 
GND 徐 /RX 


受け 側 


ケー ブル の 接続 は 、 必 ず 本 体 の 起源 を DFF に し た 状態 で 行っ て くだ さい 。 


7. 


。 


ら 台 の 無線 機 の DATA 端 子 を 市 販 の 3.5 ゅ 
ステ レオ ミニ プラ グ コ ー ド で 接続 し ます 。 


送り 側 と 受け 側 の 電源 を ON し ます 。 


画 デ ー タ を 受け 取る 側 の 操作 


7. 


2. 
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FUNC キ ー を 押し な が ら 、CALL キ ー を 
押し ます 。 
CLONE] が 家 示 され 、 ク ロー ン モ ー ド と な り ま す 。 


受 儲 し ます 。 
送信 側 か ら デ ー タ が 送ら れ て くる と 、 デ ィ ス プレ イ 
に [LD **※*] が 表示 され 転送 され ます 。 


転送 が 完了 し た ら 、[PASS] を 表示 し 、 転 送 完了 し 
ます 。 

デー タ が 正確 に 転送 ぐれ な か っ た 場合 は ディ スプ レ 
イ に [PASS1] 表 示さ れ ま せん 。 


解除 する に は 、 本 体 の 電源 を OFF し ます 。 


9: 特殊 機能 


画 デ ー タ を 送る 側 の 操作 


7. FUNC キ ー を 押し な が ら CALL キ ー を 押 


し ます 。 


[CLONE] が 表示 され 、 ク ロー ン モ ー ド と な り ま す 。 


2. PTT キ ー を 押し ます (送信 ) 。 
[53 8 き ] が 表示 され 、 内 部 の メモ リー チャ ン ネ ル 


デー タ を 相手 の 無線 本 に 転送 し ます 。 7 貞明 骨 
転送 が 完了 し た ら 、[PASS] を 表示 し 、 転 送 完了 し 
ます 。 
デー タ が 正確 に 転送 され な か っ た 場合 は ディ スプ ブレ ロタ ヒエ 
ココ 


イ に IPASS] は 表示 され ませ ん 。 


3. 電源 を OFF す る と 、 ク ロー ン モ ー ド は 解 
除 さ れ ま す 。 


クロ ー ン 中 は 、 絶 対 に ケー ブル を 抜か が な いで くだ さい 。 

デー タ の 転送 に 失敗 し た 場合 は 、 受 け 側 の 無線 機 の 電源 を OFF に し て 、 リ セ 
ッ ト (P.46) し て か ら 電 源 を ON に し 、 そ の 後 再 度 手順 を 繰り 返し て くだ さ 
い 。 

その まま 受け 側 の 無線 機 を 使用 する と 誤 作 動 す る 場合 が あり ます の で 、 デ ー タ 
転送 を 再度 行わ な い 場合 で あっ て も 受け 側 の 無線 機 は リセ ッ ト し て くだ さい 。 
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9. 特殊 機能 


9-3 リモ コン 機能 (オプ ショ ン ) 


オプ ショ ン の DTMF 付 マイ ク EMS-57 を 取り 付け る と リモート コン トロ ー ル 操作 が で きま す 。 また 、 周 波数 
を 直接 入力 する こと も で きま す 。 


No.| 名 称 機能 

①|DTMF リモ コン コマ ンド や 周波 数 を 入力 し ます 。 

@ | ロッ クス イッ チ | LOCK に する と マイ クリ モコ ン を 受け 付け な く な り ま す 。 
③ | DTMFHEMDTE スイ ッ チ | リモ コン 操作 を する 時 は HEMOTE 側 に セッ ト し ます 。 


証 リ モコ ン キ ー 一 覧 
キー | 本 体 対 応 キ ー 動作 ベ ページ 
0 一 9 1 一 周波 数 ダイ レク ト 入 力 思 
A V/M メモ リー チャ ン ネ ル 呼 び 出し ら 1 
B CALL CALL チ ャ ン ネ ル 呼 び 出 し 23 
C ゼッド も モード セッ トモ ー ド の 呼び 出し ( 注 1) 266 
D FUNC+TS/DCS | オー ト ダ イア ラー メモ リー の 登録 ( 注 ら ) 38 
※ SQL 長 押し モニ ター 機能 24 
考 ーー で と 
0 HL | 送信 出力 の 切り 琶 え 65 
( 注 1) セッ トモ ー ド の メニ ュー 切り 替え は 、 上 部 の UP、DOWN キ ー、 内 容 切 り 替え は *、# キ ー で 変更 


で きま す 。 *、# キ ー 以 外 の キー を 押す と 、 周 波数 表示 に 戻り ます 。 


( 注 8 ら ) オー ト ダ イア ラー の メモ リー 切り 替え は 、 次 の いずれ か の 方 法 で 行い ます 。 
・ 上 部 の UP、DOWN キ ー で 切り 替え る 。 
・ 数 字 キ ー で 直接 入力 する 。 
・*、 及 び # キ ー で 数 字 ・ 記 号 を 選び 、A キ ー を 押す 。 
また 、C キ ー を 押す と 入力 し た 内 容 を 取り 消し ます 。 
B、D、 ま た は PTT キ ー を 押す と 周波 数 表示 に 戻り ます 。 


9. 特殊 機能 


田 周 波数 の ダイ レク ト 入 力 


マイ ク の 数 字 キ ー を 使っ て 周波 数 を 直接 入力 する こと が で きま す 。 


7。 マイ ク の DTMF/REMOTE ス イッ チ を 
REMOTE 側 に セッ ト す る 。 


2. DTMF キー で 10MHz 台 か ら 入 力 す る 。 
5 ( 例 ) チャ ン ネ ルス テッ プ 20kHz 時 、 
29.20MHz を セッ ト す る 場合 。 


⑧⑨ め を 入力 し ます 。 


4 析 目 まで 入力 する と 少し 長く ピー 音 が 唱 り 、 設 定 
が 完了 し ます 。 ・ 


3. 入力 を 途中 で キャ ン セ ル す る 場合 は 、PTT 
キー また は 数 字 キー 以外 の キー を 押す 。 


古 チャ ン ネ ルス テッ プ 別 入力 方 法 


チャ ン ネ ルス テッ プ に よっ て 1kHz 台 まで 入力 が 必要 な も の と 、10kHz 台 で 入力 が 確定 する 
も の が あり ます 。 ま た 、10kHz 台 で 入力 が 確定 する 場合 は 、10kHz 台 で 入力 を 受付 け な い キ 
ー が あり ます 。 

チャ ン ネ ルス テッ プ と 入力 方 法 の 関係 は 以下 の 通り で す 。 

チャ ン ネ ル 入力 
ステ ッ プ 完了 振 


5.0kHz き 本 
8.33kHz 1kHz 台 まで 入力 し て 確定 し ます 。 


10.0kHz | 10kHz 10kHz 台 まで 入力 し て 定 し ます 。 


TOkHz 台 を 入力 する と 、1kHz 台 が 決ま り ま す 。 
12.5kHz | 10kHz 0…00.0、1…18.5、28…25.0、3…37.5、4… 無 効 、 
5…50.0、6…62.5、 フ 7…75.0、8…87.5、9… 無 効 


15.0kHz | 10kHz 10kHz 台 まで 入力 し て 確定 し ます 。 
20.0kHz | 10kHz 10kHz 台 まで 入力 し て 確定 し ます 。 


最 後 の 桁 の 入力 方 法 


1 0kHz 台 を 入力 する と 、] KHz 台 が 決ま り ます 。 
ら 5KkHz 10kHz 0…00.0、2…25.0、5…50.0、7…75.0、 
その 他 は 無効 で す 。 
30kHz | 10kHz | 10kHz 台 を 入力 する と 、1kHz 台 が 決ま り ま す 。 
] 0kHz 台 を 入力 する と 、1 kHz 台 が 決ま り ま す 。 
50kHz | 1okHz |0…000、5…500 
その 他 は 無効 で す 。 
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10-1 リセ ッ ト 
リセ ッ ト を する と 、 各種 定 内 容 か が 工場 出 共 時 の 初期 値 に 戻 ひ ます 。 


了 .。 FUNC キ ー を 押し な が ら 、 和 電源 を 入れ ま 
す 。 


2. ディ スプ ブレイ が 全 点 灯 し て いる 間 に 、 過 iLoNarA+ー Eo pcS On JUL 吉 


FUNC キ ー を 離し ます 。 全量 太 放 放 


初期 状態 の VFO モ ー ド に な り ま す 。 ディ スプ レイ 全 点 条 状態 


途中 で リセ ッ ト 動 作 を 中 止 する 場合 は 、 デ ィ ス プレ イ が 全 点 灯 し て いる 間 に 、 
参 医 O FUNC キ ー を 押し た まま 、 再 度 虫 源 を OFF し ます 。 


一 工場 出荷 時 の 初期 値 


DR-03SX 
269.000MHz 


VFO 周 波数 


CALL 周 波数 298.000MHz 
メモ リー チャ ン ネ ル 0 一 89 空き 状態 
シフ ト 設 定 な し 
シフ ト 周 波数 100KHz 
チャ ン ネ ルス テッ プ 20kHz 
トー ンス ケル チ 設 定 = 

トー ン 周 波数 88.5Hz 
DOGS 設定 回 
DCS コ ー ド 083 
送信 出力 品 

オー ド ダ イア ラー コー ド = 

キー ロッ ク 設 定 OFF 
タイ ム ア ウ ト タ イ マー OFF 
オー ト パ ワ ー オ フ OFF 
スケ ル チ レ ベル 設定 08 
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10- ら 故障 と お 考え に な る 前 に 


症状 
電源 スイ ッ チ を 入れ て 
も 、 デ ィ ス プレ イ に は 
何 も 表示 され な い 。 


原因 
a. 電 源 の (+) 端子 と (一) 端子 の 
接続 が 逆 に な っ て いる 。 


ed 


- ヒ ュー ズ が 切れ て いる 。 


処置 

a.DO 電 源 コ ー ド (付属 品 ) の 赤色 側 を 
( 十 ) 端子 、 黒 色 側 を (一 ) 端子 に 正 
し く 接 続 し て くだ さい 。 

b. ヒ ュー ズ が 切れ た 原因 に 関し て 修理 を 
し た あと 、 指 定 容量 の ヒュ ー ズ と 交換 
し て くだ さい 。 


スピ ー カ ー か ら 音 が 出 
な い 。 
受信 で き な い 。 


a. ボ ボリュー ムツ マミ を 反 時 計 方 向 に 
絞り すず ぎ て いる 。 

b. ス ケル チ が 閉じ て いる 。 

c. ト ー ン スケ ル チ /DCS が 動作 し て 
いる 。 

d. マ イク ロホ ン の PTT キ ー が 押さ れ 、 
送信 状態 に な っ て いる 。 

e. 外 部 スピ ー カ ー が 接続 され て いる 。 


a. ボ リュ ー ム ツマ ミ を 適当 な 音量 に セッ 
ト し て くだ さい 。 

b.SQL レ ベル の 設定 を 小さ くし て くだ さい 。 

c. ト ー ン スケ ル チ /DCS を OFF に し て くだ 
さい 。 

d. す みや か に PTT キ ー を OFF に し て くだ 
さい 。 

e. 外 部 スピ ー カ ー 端 子 か ら ジ ャ ッ ク を 抜 
いて くだ さい 。 


キー、 ダ イヤ ル が 動作 
し な い 。 


キー ロッ ク 状 態 (「Om] 上 京 灯 ) に 
な っ て いる 。 


キー ロッ ク を 解除 し て くだ さい 。 
(P.35) 


ダイ ヤル を 回 し て も メ 


a. 登 録 さ れ て いる メモ リー が な い 。 


a. メ モリ ー の 登録 を し て くだ さい 。 (P.21) 


モリ ー チ ャ ン ネ ル が 変 | b. コ ー ル モー ド に な っ て いる 。 b.V/M キ ー を 押し て メモ リー モー ド に し 
化し な い 。 ます 。 (P.21) 

UP/DOWN キ ー を 押 | a. コ ー ル モー ド に な っ て いる 。 a.VFG モ ー ド か メモ リー モー ド に も て ぐ 
し て も 周波 数 、 メ モ だ さい 。 (P.23) 

リー チャ ン ネ ル が 変化 | b. ロ ックス イッ チ が ON に な っ て い | b. ロ ックス イッ チ を OFF に し て くだ さい 。 


し な い 。 


る 。 


(P12 の 


PTT キ ー を 押し て も 送 
信 で き な い 。 


a. マ イク ロホ ン 端 子 の 差し 込み が 不 
完全 。 

b. ア ン テ ナ が 接続 され て いな い 。 

c. シ フト が 設定 され 、OFF バ ンド 送 
信 に な っ て いる 。 


a. マ イク ロホ ン を 確実 に 差し 込ん で くだ 
さい 。 

b. ア ン テ ナ を 確実 に 接続 し こく だ さい 。 

c. シ フト を 解除 する か が 、 バ ンド 内 に 設定 
し て くだ さい 。 


4 フ 7 


10. 保守 ・ 参 考 


10-3 オプ ショ ン 一 覧 


本 EMS-57 DTMF リモ コン 付き マイ クロ ホン 画 EMS-61 標準 マイ クロ ホン 
(キー 昭 明 付き ) 


田 EDC-36 シガー ライ ター ケー ブル (アク セ サ リ ー 電 源 用 ) 
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10. 保守 ・ 参 考 


10-4 開局 申請 書 の 書き 方 


本 機 は 技術 基準 適合 証明 ( 技 適 ) を 受け た 無線 機 で す 。 本 機 に 貼っ 本 下面 


て め ある 技術 基準 適合 証明 ラベ ル に 技 適 証明 番号 が 記入 され て いま トレ ーーーーーーーーー | 
す 。 本 機 に 付属 装置 (TNC な ど ) や 付加 装置 を 付け る と き は 、 非 
技術 基準 適合 証明 無線 機 に な り ま す の で 保証 認定 を 受け て 申請 
て くだ さい 。 
5 N 
技術 基準 適合 証明 ラベ ル 
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10. 保守 ・ 参 考 


10-4-1 技術 基準 適合 証明 で 申請 する 場合 


) 必 こ 技術 硬 準 滴 合 誤 | 呈 婦 
「 無 線 局 事項 書 及 び 事 設計 婦 」 に 技術 基準 適合 証明 番号 を 記入 し 
て くだ さい 。 
記入 例 
る する 9 En 
he ER の 喝 
I ロ rs LAiA iasa ss sr ロ asfG で 
3R 1D3gS ロ HA ロ 53SA ロ aSA 3SF ロ SF ロ 
回 rsh IGsp QtHp ロ Ii ロ 3Sa OSA 3SF SE ロ 
Ia [DahA QtHA O 介 3SA ロ +SA O3S5 ロ 4SF ロ で 
u awoKgr 回 14 [GSHC O IiG3SA SA ロ 3SF ロ S* ロ 
に き 加 する 加 RO 1 ロ 2HA ロ 可 
人 び 主 中 線 各 カ | ロ IRO 1 ロ 3HA ロ 回 エ 
品 品 IOana tms ロ 加 で 
避 29 | ロ aHA ロ HA 5 加 で 
介 妃 IOsya dva SVF PsvF 回 ロロ 
加計 1 ロ avA ロ YA ロ 3vE svF で 
I ロ Ce TavA 4YA ロ 3VF AVE で 
回 et IO3va Gva ロ 3vF ロ KVF ロ 加 FRRH SW で 
本 kuoF3 ロ s 85  「 5 mr エー ロー エー ロ 
Rg の R 衣 更 の は 別 EE ET まし ーー | 
cm | ge ロ m | oo > 
maa | RB RSS | ※ ら ※3 間 
DB ロ M | 
衝 。 避 科 | 品 際 吉 誠 肖 
1 ロロ 
mm 電 | 日 半日 記 Y 
Rf ロ を 
る aw 寺 | 日 RRB ロ ャ 
円 。 ロロ 
jma 本 | 日 計 ロ 8 Y 
ェ 
3 3 QRg ロ 
gm | 日 店 ロ v 
円 
人 De ロ 
p 。 sagam | 昌 SG y 
人 
ロロ 
生地 機 | 口 去 口 介 M 
ロ gg ロ 
生日 2 日 Y 
3 RB 口 
生玉 軸 | ロ 駐 寺 生 M 
EE ※4 因 抽 拓 の 和 れ 所 ロ (NO. 02 5 内 ロ 貞 
CHE ロ 人 困 較 」 その 作 の エ 計 ロ 和 8 に 訟 する に 合 紅 する 。 


※1 28M と 4VF の 項 に を 入れ 、 空 中 線 電力 の 欄 に は 10W と 記入 。 


※ ら 技 適 証明 ラベ ル の 技術 基準 適合 
線 局 免許 手続 規則 第 15 条 の 3 第 4 項 を 適用 する 場合 (技術 基準 適合 証明 を 受け た 無線 機 に 、 
電波 型式 が 追加 され た り 、 空 中 線 起 力 が 変わ る 付加 装置 な ど を つけ ず 使 


9 衝 


欄 の 記載 不要 で す 。 


明 番 号 を 記入 し ます 。 


※4 移動 する 局 の 場合 は 記載 不要 で す 。 
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する 場合 ) は 右 の 各 


10. 保守 ・ 参 考 


機 系 ) 外 図 


送 


10-5 


こ 


エゴ 2HN GPUL 
回 了 
L6 セ OSg LOVSLdW 
野 野 電 主 Td 
GO6gWT 9 
LdHH8 LQd ヤ Z0E2Sg LGS ご 人 12@OSg 1L6OSg GEGg2Sg ー を 7 と と アツ ソー ロ 
由 軒 Cf 記 因 諾 個 野 肛 導 困 午 肛 電 吸 暑 肝 表 爵 09A る < ミ 時 記 誠 還 穫 4 


ZHW 69'6Gー000'Bg 


INV 


XSE0-H ロ 画 
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11. ア フタ ー サ ービス に つい て 


画 保 証書 
保証 書 に は 必ず 所 定 事項 (ご 購入 店 名 、 ご 購入 日 ) の 記入 お よび 記載 内 容 を お 確か め の 上 、 
大 切 に 保存 し て くだ さい 。 


剛 保証 期 間 
お 買い 上 げ の 日 より 1 年 間 で す 。 
正常 な 使用 状態 で 上 記 の 期間 中 に 万 一 故障 が 生じ た 場合 は 、 お 手数 で す が 製品 に 保証 書 
を 添え て 、 お 買い 上 げ の 販売 店 また は 当社 サー ビス 窓口 に ご 相談 くだ さい 。 
保証 書 の 規定 に し た が っ て 修理 いた し ます 。 


男 保 証 期間 が 経過 し た 場合 
お 買い 上 げ の 販売 店 また は 当社 サー ビス 窓口 に ど 相談 くだ さい 。 修理 に よっ て 機能 が 維持 
で きる 場合 に は 、 お 客 様 の ご 要望 に より 有料 で 修理 いた し ます 。 


アフ ター サー ビス に つい て 、 ご 不明 な 点 は お 買い 上 げ の 販売 店 また は 当社 サー ビス 窓口 に 
ご 相談 くだ さい 。 


一 製 造 中 止 製 品 に 対す る 保守 年 限 に 関し て 
製造 中 上 製品 に 関し て は 、 下 記 の 一 定期 間 保 守 部 吊 を 常備 し て お り ま す 。 し か し 、 不 測 の 
事態 に より 在庫 が 無く な る 場合 も あり 、 修 理 が 行え な いこ と も あり ます の で ご 了承 願い ま 
す 。 


ネ * 補 修 用 部 品 の 保証 期間 は 、 製 造 中 止 後 5 年 で す 。 
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1 ら . 定格 


一 般 DR-03SX 
周波 数 範囲 [MHz] 28.000-89.695MHz 
電 小 型式 F3E 
アン テ ナ イ ン ピ ー ダ ンス | 50n 
使用 温度 範 -10 で ~+80 で 
電源 電圧 3.8VDC 土 15 % (]1. フ ー15.8V) 
周波 数 安定 度 7ppm 
消費 電流 送信 時 (HD  : 約 3.0A 
受信 時 : 約 B00mA (Max) 


400mA (スケ ル チ 閉 ) 
40mA (アラ ー ム ON 時 ) 


マイ クロ ソン インピーダンス | ら 8 kQ 
接地 方 式 マイ ナス 接地 
寸法 142 (W) x40 (H) x174 (D) mm 
本 体重 量 約 1kg 
送信 部 
送信 出 旋 10W (HD) 
5W (MID) 
約 3W (LOW) 
変調 方 式 リア クタ ンス 変 設 
最大 周波 数 信 移 二 25KHz 
スプ リア ス 発 射 強度 | -GOdB 以 下 
受信 部 
受信 方 式 ダブ ルス ー パ ー へ ヘテロダイン 
第 一 中 間 周 波数 10.7MHz 
第 二 中 間 周 波数 450kHz 
受信 感度 -12.0dBu (0.25uV) 以下 (12dBSINAD) 
スケ ル チ 感 度 -16.0dBu (O.]1uV) 以下 (12dBSINAD) 
選択 度 (-6dB) 12kHz 以 上 
選択 度 C6OdB) 28kHz 以 下 


低 周波 出力 


ら W 以 上 (8 ロ 、10 歪み ) 


定 柏 は 技術 開発 に 伴い 、 予 告 な く 変更 する こと が あり ます 。 


拡張 受信 周波 数 
26.000-38.995MHz 


注意 定格 の 受信 感度 値 は アマ チュ ア 無 線 周波 数 に て 測定 し た も の で 、 拡 張 受信 周波 数 の 感度 は 異な 
り ま す 。 
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Rs ルイ つ コ 株 式 会 社 電子 事業 部 


東京 営業 所 〒103-0027 東京 都 中 央 区 日 本 橋 2 丁 目 3 番 21 号 仏 童 洲 セ ント ラル ビル 4 臨 TEL.03-3278-5888 
大 阪 営業 所 〒530-0004 大 阪 市 北 区 堂島 浜 1 丁目 2 番 6 号 新 ダイ ビル 9 障 TEL.06-4797-2138 
福岡 営業 所 〒812-0016 福岡 市 博多 区 1 目 3 番 6 号 第 3 博多 借 成 ビル 7 了 TEL.092-473-8034 


アフ ター サー ビス に 関す る お 問い 合わ せ ほ 


お 買い 上 げ の 販売 店 また は 、 フ リー ダイ アル D180-464-007 
全 田 どこ か ら で も 無料 で 、 サ ービス 恋 口 に つなが り ま す 。 
0 月 曜 ご 金 天守 所 及び 18:00…1 8:0O は 除き ます) 
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